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令和８年度　一般・特別・企業会計予算・条例等可決

議員提出による発議
「アメリカ及びイスラエルによるイラン攻撃の即時停止と平和的解決を
求める決議」を行いました。

■第３期
 大潟村総合村づくり計画可決

■条例制定・条例改正など条例
 ９件可決

令和７年度　一般・特別・企業会計補正予算可決
●（新）担い手確保・経営強化支援事業 750万6千円
●かんがい排水施設整備基金・財政調整基金等（５基金）への積立金増額 1億7,818万円

三村敏子議員： 若年女性に魅力
ある村になるた
めの計画を。

三村敏子議員： 村長の報酬を上げるより先に会計年度
任用職員の報酬を上げるべき。

● 特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部を改正する条例

●防災行政無線設備更新事業 2億1,345万9千円
●スパイラルマグナス風車解体工事 1,265万円
●水道施設維持管理事業（ろ過砂洗浄） 4,180万円
●体育館下水道本管移設工事 1,300万円
●起業支援事業（創業サポート補助金） 300万円
●結婚新生活応援事業 190万円
●自然エネルギー100％の村づくり推進事業 1億9,193万5千円

◆令和８年度当初予算
会　計　区　分 予　算　額 前年対比
一 般 会 計 65億4,600万円 ＋ 25.1％
診 療 所 7,111万4千円 0.0％
国民健康保険事業 8億2,180万7千円 △　 5.1％
介 護 保 険 事 業 3億1,285万3千円 ＋　 1.6％
介護サービス事業 3億 267万2千円 ＋　 1.8％
後期高齢者医療 1億1,733万4千円 ＋ 26.7％

◆企業会計
会　計　区　分 予　算　額 前年対比

簡 易 水 道 事 業　収益的支出
　　　　　　　　　資本的支出

１億3,120万5千円
9,451万2千円

△ 15.1％
＋106.4％

公 共 下 水 道　収益的支出
　　　　　　　　　資本的支出

1億4,441万5千円
5,918万4千円

△　 3.0％
＋ 35.3％

反対討論
反対討論

主
な
事
業

※関連ページP8

※関連ページP16

※関連ページ
　P6・9・10・13・15
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可決した主な条例・事業

３月定例会 令和８年度　一般・特別・企業会計予算・条例等可決

三村敏子議員： 条例と一体である指針にある但し書きにより、村長等が三セク
の社長を兼務することができるため。

村づくり研修事業 240万円

村民体育館整備事業
19億481万1千円

こども園無償化

　出資法人への関与について基本的な事項
を定めることにより、村が出資法人を通じ
て実現しようとする行政目的の効果的かつ
効率的な達成を図り、もって公正で透明性
の高い村行政の実現に寄与することを目的
とする。

　デンマーク・サムソ市と締結した協働交流都市協
定に基づき、視察・交流・研修等行う。
●派遣人数　６名

（村民４名、職員１名、国際交流員１名）
●派遣時期　10月～11月頃
●派遣日数　10日間程度
●自己負担　村民は1/2負担

　現在の村民体育館を増改築する。冷暖房
設備、会議室、トレーニングルーム等。避
難所としての機能も備える。

　こども園の０～２歳児の保育料、３～５
歳児の副食費を無償化し、子育て世帯への
負担軽減を図る。

大潟村出資法人（第三セクター）への
関与に関する条例

大 潟 村 村 民 体 育 館

東 側 立 面 図

南 側 立 面 図

工 図 図
日 縮

１級建築士大臣登録 第７５２８５号 事 面 面

番名 名
鈴　木　誠　一 尺付

称 称 号

大潟村村民体育館増改築工事 ＊Ａ一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３ TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

1 250

1 125

立 面 図 １Ｒ７．８

R7.8.25

Ａ 3：

Ａ1：

会社
株式 汎  建 築 設 計 事 務 所

大 潟 村 村 民 体 育 館

東 側 立 面 図

南 側 立 面 図

工 図 図
日 縮

１級建築士大臣登録 第７５２８５号 事 面 面

番名 名
鈴　木　誠　一 尺付

称 称 号

大潟村村民体育館増改築工事 ＊Ａ一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３ TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

1 250

1 125

立 面 図 １Ｒ７．８

R7.8.25

Ａ 3：

Ａ1：

会社
株式 汎  建 築 設 計 事 務 所

反対討論

※関連ページ
　P5・16

※関連ページ
　P8・16
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村
民
体
育
館
整
備
事
業
は
、
工

事
費
19
億
円
程
の
予
算
が
計
上
、

約
半
額
の
９
・
５
億
円
は
国
か
ら

の
補
助
金
が
充
て
ら
れ
、
９
・
５

憶
円
は
村
債
と
な
る
が
、
20
年
程

に
渡
っ
て
国
の
助
成
を
得
な
が
ら

の
返
済
で
、
返
済
額
は
大
き
く
増

え
ず
、
村
民
の
負
担
を
極
力
抑
え

た
形
に
な
り
大
変
評
価
し
た
い
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の

村
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

村
は
令
和
４
年
に
環
境
省
か
ら
脱

炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
、
総

額
約
68
・
５
憶
円
程
の
ビ
ッ
ク
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
、
５

年
間
で
事
業
費
の
３
分
の
２
の
補

助
額
を
見
込
ん
で
い
た
。
昨
今
の

社
会
情
勢
や
諸
々
の
影
響
で
事
業

内
容
や
計
画
の
見
直
し
が
続
い
て

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
も
み

殻
熱
供
給
を
行
っ
た
こ
と
で
の

村
施
設
へ
の
光
熱
費
の
増
加
に

よ
る
支
出
も
す
で
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
予
算
で
は

１
６
２
９
万
５
千
円
の
事
業
会
社

へ
の
補
助
を
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
次
年
度
以
降
も
あ
わ
せ
る
と

１
億
円
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
規
模

の
補
助
も
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

当
初
の
計
画
か
ら
、
す
で
に
事

業
会
社
へ
の
増
資
や
直
接
の
補

助
、
そ
し
て
村
施
設
の
光
熱
費
増

な
ど
村
の
負
担
は
拡
大
し
続
け
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
事
業
規
模
が
拡

大
す
れ
ば
、
赤
字
補
填
な
ど
将
来

の
支
出
が
増
え
、
議
会
と
し
て
も

止
め
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の

村
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
一
度
立
ち
止
ま
り
、
計
画
全

体
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
、
本
予

算
に
反
対
致
し
ま
す
。

討

論

　

議
案
第
19
号
、
令
和
８
年
度
一

般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の
村
づ
く

り
推
進
事
業
に
関
す
る
全
予
算
に

反
対
致
し
ま
す
。

　

理
由
は

① 

こ
の
先
の
具
体
的
な
事
業
計
画

が
は
っ
き
り
せ
ず
事
業
全
体
の

状
況
が
見
え
な
い
中
、
予
算
が

投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

② 

村
の
負
担
が
増
え
続
け
る
中
で

こ
の
ま
ま
事
業
を
続
け
れ
ば
、

投
入
さ
れ
る
村
の
予
算
が
さ
ら

に
増
加
し
て
い
く
こ
と
。

③ 

不
誠
実
な
説
明
を
行
い
、
村
民

や
議
会
の
意
見
を
無
視
し
た
事

業
で
あ
る
こ
と
。

の
三
点
で
す
。

る
が
、
環
境
省
か
ら
補
助
期
間
の

２
年
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、
今
後

も
同
省
と
連
携
し
て
事
業
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
方
、
人
口
減
少
・
農
家
の
担

い
手
不
足
の
対
策
等
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の

事
業
化
に
向
け
積
極
的
な
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

　

本
予
算
の
評
価
す
る
と
こ
ろ
は

「
認
定
こ
ど
も
園
の
３
号
認
定（
０

〜
３
歳
未
満
）の
保
育
料
無
償
化
」

で
す
。

　

１
号
２
号
認
定
の
子
供
は

２
０
１
９
年
に
無
償
化
が
な
さ

れ
、３
号
認
定
の
み
有
償
で
し
た
。

併
せ
て
こ
ど
も
園
で
の
お
む
つ
の

無
償
化
も
始
ま
り
保
護
者
の
み
な

ら
ず
保
育
職
員
の
負
担
軽
減
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

脱
炭
素
推
進
費
補
助
金
の
議
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
事
業
は
過
去
に
も
同

大
井　
圭
吾  

議
員
討
論

賛
成

黒
瀬　
友
基  

議
員
討
論

反
対

令
和
8
年
度
一
般
会
計
予
算
案

菅
原　
史
夫  

議
員
討
論

賛
成

様
に
適
用
し
た
事
例
も
あ
り
、
例

え
ば
米
粉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、

輸
出
促
進
支
援
事
業
、
高
収
益
作

物
生
産
振
興
支
援
事
業
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
補
助
事
業
も

同
様
に
村
の
方
針
や
目
指
す
方
向

性
に
合
致
し
、
ま
た
社
会
的
意
義

も
あ
る
も
の
と
し
て
策
定
し
た
も

の
だ
と
考
え
ま
す
。
議
会
に
、
こ

の
こ
と
は
説
明
を
受
け
て
い
ま
し

た
の
で
来
年
度
予
算
に
計
上
す
る

こ
と
に
関
し
て
は
異
を
唱
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
対

象
範
囲
は
当
初
計
画
の
事
業
の
み

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
補
助
期
間
に
つ
い
て
は
今

後
の
運
営
状
況
を
み
な
が
ら
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
脱
炭
素
事
業
の
円
滑
な

運
営
体
制
を
早
急
に
整
え
る
こ
と

が
当
事
者
の
責
務
で
あ
り
強
く
要

望
し
ま
す
。

　

来
年
度
は
大
潟
村
民
体
育
館
の

改
修
と
い
う
大
型
工
事
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
物
価
高
が
進
む
中
、

当
局
に
は
計
画
し
た
案
件
は
遅
滞

な
く
、速
や
か
に
遂
行
し
、併
せ
て

財
政
チ
ェ
ッ
ク
も
怠
り
な
く
、
緊

張
感
を
持
っ
て
予
算
の
執
行
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
て
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

4令和８年４月16日

問  

今
後
の
分
譲
の
計
画
は
。

答  

新
た
な
場
所
の
分
譲
計
画
は
な

い
。
空
き
家
対
策
等
に
取
り
組
み
、

移
住
定
住
に
つ
な
げ
た
い
。

問  

村
の
税
収
が
増
え
た
が
、
来
年

度
地
方
交
付
税
が
ど
う
な
る
の
か
。

答  

村
税
が
増
え
た
分
、
そ
の
ま
ま

交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る
と
い
う
訳
で

は
な
い
。

問  

村
債
に
つ
い
て
、
防
災
行
政
無

線
の
更
新
と
体
育
館
の
整
備
事
業
に

大
き
な
起
債
が
あ
る
が
内
容
は
。

答  

防
災
行
政
無
線
に
か
か
る
地
方

債
、
村
債
は
、
緊
急
防
災
減
災
事
業

債
を
使
う
。
事
業
費
の
充
当
率
１
０

０
％
ま
で
起
債
可
能
で
、
後
年
度
の

交
付
税
算
入
率
は
70
％
と
い
う
地
方

債
に
な
る
。
償
還
期
間
は
10
年
か
ら

15
年
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

村
民
体
育
館
整
備
事
業
は
補
助
事

業
な
の
で
、
起
債
を
起
こ
せ
る
特
別

な
補
助
金
に
該
当
し
一
般
補
助
施
設

整
備
事
業
債
で
あ
る
。
事
業
費
全
体

か
ら
補
助
金
を
引
い
て
、
村
で
負
担

す
る
分
の
90
％
が
起
債
可
能
額
と
な

る
。
７
年
度
は
交
付
税
算
入
率
30
％

で
あ
っ
た
。
償
還
期
間
20
年
、
据
置

問  

社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助
金
が
大
き
く

増
え
た
理
由
は
。

答  

職
員
1
名
の
増
に
よ
る
も
の
。
成
年
後

見
人
に
関
す
る
体
制
を
整
え
る
為
と
、
将
来

を
見
越
し
た
体
制
作
り
の
為
で
あ
る
。

問  

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
。

答  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
教
育
委
員
会

の
管
轄
で
、
こ
ど
も
園
内
に
あ
る
子
供
の
遊

び
場
や
相
談
支
援
体
制
を
図
っ
て
い
る
。
ネ

ウ
ボ
ラ
子
育
て
世
帯
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
、
あ
と
は
産
後
の
継
続
的
な
子
供
と

母
親
保
護
者
と
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目

指
し
て
い
る
。

議会事務局・総務企画課・税務会計課部門

福祉保健課部門

令 和 ８ 年 度

予算特別委員長　松　雪　照　美

期
間
３
年
を
予
定
し
て
い
る
。

問  

米
価
上
昇
で
、
実
際
に
は
ど
の

程
度
の
所
得
割
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

答  

２
億
５
，
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い

は
増
収
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

子育て支援センター

建築が進む西１－３分譲地
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問  

今
後
の
分
譲
の
計
画
は
。

答  

新
た
な
場
所
の
分
譲
計
画
は
な

い
。
空
き
家
対
策
等
に
取
り
組
み
、

移
住
定
住
に
つ
な
げ
た
い
。

問  

村
の
税
収
が
増
え
た
が
、
来
年

度
地
方
交
付
税
が
ど
う
な
る
の
か
。

答  

村
税
が
増
え
た
分
、
そ
の
ま
ま

交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る
と
い
う
訳
で

は
な
い
。

問  
村
債
に
つ
い
て
、
防
災
行
政
無

線
の
更
新
と
体
育
館
の
整
備
事
業
に

大
き
な
起
債
が
あ
る
が
内
容
は
。

答  

防
災
行
政
無
線
に
か
か
る
地
方

債
、
村
債
は
、
緊
急
防
災
減
災
事
業

債
を
使
う
。
事
業
費
の
充
当
率
１
０

０
％
ま
で
起
債
可
能
で
、
後
年
度
の

交
付
税
算
入
率
は
70
％
と
い
う
地
方

債
に
な
る
。
償
還
期
間
は
10
年
か
ら

15
年
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

村
民
体
育
館
整
備
事
業
は
補
助
事

業
な
の
で
、
起
債
を
起
こ
せ
る
特
別

な
補
助
金
に
該
当
し
一
般
補
助
施
設

整
備
事
業
債
で
あ
る
。
事
業
費
全
体

か
ら
補
助
金
を
引
い
て
、
村
で
負
担

す
る
分
の
90
％
が
起
債
可
能
額
と
な

る
。
７
年
度
は
交
付
税
算
入
率
30
％

で
あ
っ
た
。
償
還
期
間
20
年
、
据
置

問  

社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助
金
が
大
き
く

増
え
た
理
由
は
。

答  

職
員
1
名
の
増
に
よ
る
も
の
。
成
年
後

見
人
に
関
す
る
体
制
を
整
え
る
為
と
、
将
来

を
見
越
し
た
体
制
作
り
の
為
で
あ
る
。

問  

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
。

答  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
教
育
委
員
会

の
管
轄
で
、
こ
ど
も
園
内
に
あ
る
子
供
の
遊

び
場
や
相
談
支
援
体
制
を
図
っ
て
い
る
。
ネ

ウ
ボ
ラ
子
育
て
世
帯
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
、
あ
と
は
産
後
の
継
続
的
な
子
供
と

母
親
保
護
者
と
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目

指
し
て
い
る
。

議会事務局・総務企画課・税務会計課部門

福祉保健課部門

令 和 ８ 年 度

予算特別委員長　松　雪　照　美

期
間
３
年
を
予
定
し
て
い
る
。

問  

米
価
上
昇
で
、
実
際
に
は
ど
の

程
度
の
所
得
割
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

答  

２
億
５
，
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い

は
増
収
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
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教育委員会部門

問  

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
は
、

当
初
よ
り
事
業
計
画
が
大
幅
に
変

更
さ
れ
て
い
る
が
、
国
と
ど
の
よ

う
に
協
議
を
進
め
て
い
る
の
か
。

答  
4
年
度
に
計
画
が
採
択
さ

れ
、
5
年
度
に
環
境
省
か
ら
の
指

導
で
、大
き
な
計
画
変
更
を
行
い
、

実
施
場
所
に
民
間
施
設
を
追
加
し

た
。
電
力
供
給
の
調
整
等
に
よ
り

8
年
度
に
は
事
業
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ず
、
9
年
度
で
事
業
を
終

え
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。
補
助

の
総
額
は
変
え
ず
、
内
容
を
調
整

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
事

業
の
採
算
性
や
地
域
貢
献
を
踏
ま

え
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

特
公
賃
整
備
事
業
に
つ
い
て

現
在
の
入
居
状
況
と
今
後
の
修
繕

計
画
は
。

答  

24
部
屋
あ
る
う
ち
22
部
屋
が

埋
ま
っ
て
い
て
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

老
朽
化
に
対
す
る
有
効
な
修
繕
計

画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

高
架
水
槽
の
避
雷
設
備
の
更

新
内
容
は
。

答  

１
５
０
ｍ
か
ら
２
０
０
ｍ
の
範

囲
に
雷
を
落
と
さ
な
い
た
め
の
機

器
で
、確
実
に
雷
対
策
に
繋
が
る
。

問  

今
年
度
の
教
育
振
興
大
会
は
盛

会
に
終
わ
っ
た
が
、
来
年
度
は
。

答  

今
後
も
同
様
に
、
そ
の
時
注
目

度
の
高
い
テ
ー
マ
設
定
で
講
演
会
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う

形
を
考
え
て
い
る
。

問  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
プ

レ
イ
ル
ー
ム
空
調
設
置
は
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。

答  

当
初
の
計
画
の
中
で
補
助
金
の

該
当
が
な
く
な
り
、
８
年
度
は
実
施

設
計
の
み
の
予
算
取
り
と
な
り
、
年

度
早
々
に
工
事
着
手
し
て
も
９
年
度

の
夏
休
み
は
過
ぎ
る
見
込
み
で
あ

る
。

問  
部
活
動
地
域
展
開
事
業
の
内
容

は
。

答  

現
在
部
活
動
と
し
て
活
動
し
て

い
る
剣
道
・
卓
球
・
野
球
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
そ
れ
以
外
の
地
域
ク
ラ
ブ

陸
上
・
水
泳
・
ボ
ー
ト
の
ク
ラ
ブ
指

導
者
報
酬
と
な
る
。

問  

今
後
、
ク
ラ
ブ
が
立
ち
上
が
っ

た
時
の
補
助
の
対
象
は
。

答  

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
の
数
５
人
以

上
、
ま
た
、
家
族
以
外
の
子
ど
も
が

生活環境課部門

２
人
以
上
入
っ
て
い
て
、
か
つ
５
人

以
上
の
ク
ラ
ブ
で
あ
れ
ば
対
象
に
な

る
。
国
の
補
助
事
業
基
準
、
12
人
以

上
の
ク
ラ
ブ
員
が
い
れ
ば
、
複
数
の

補
助
事
業
報
酬
も
支
払
い
可
能
と
な

り
、
指
導
者
２
人
以
上
で
も
そ
れ
ぞ

れ
に
支
払
い
可
能
と
な
る
。

問  

新
規
事
業
の
子
育
て
力
向
上
支

援
事
業
は
、
な
ぜ
土
曜
日
に
な
っ
た

の
か
。

答  

こ
ど
も
園
の
保
育
士
の
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
他
市
町
村
で

仕
事
を
し
て
い
る
保
育
士
の
方
や
、

村
の
中
で
資
格
の
あ
る
方
た
ち
に
お

手
伝
い
い
た
だ
き
進
め
て
行
き
た

い
。

問  

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は

高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

会
員
増
の
内
訳
は
。

答  

近
年
入
会
さ
れ
た
方
は
入
植
者

世
代
で
は
な
く
、
60
代
の
比
較
的
若

い
会
員
で
あ
る
。

問  

公
民
館
整
備
事
業
の
中
で
、
机

や
図
書
の
購
入
を
今
後
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
の
か
。

答  
来
年
度
は
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
の

増
設
の
た
め
机
の
追
加
配
置
を
考
え

て
い
る
。
図
書
費
に
つ
い
て
は
、
予

算
額
を
少
額
増
と
し
て
い
る
が
、
構

造
上
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。

問  

干
拓
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
状
況
は
。

答  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
に
つ
い

て
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
産
業
振
興
課
担
当
と
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

を
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

学習スペースが整備される公民館

6令和８年４月16日

総　括　質　疑

問  

松
く
い
虫
の
防
除
対
策
は
。

答  

村
内
の
役
場
東
側
南
北
の

松
に
つ
い
て
は
、
樹
幹
注
入
防

除
し
て
い
る
。
７
年
度
か
ら
８

年
度
に
か
け
て
、
南
側
か
ら
北

上
す
る
よ
う
な
形
で
、
残
り
の

区
間
を
防
除
予
定
で
あ
る
。

問  

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

の
ド
ロ
ー
ン
操
縦
資
格
取
得
支

援
の
内
容
は
。

答  

ド
ロ
ー
ン
免
許
資
格
取
得

支
援
は
税
抜
価
格
５
分
の
１
で

５
万
円
を
上
限
に
支
援
し
て
い
る
。

問  

情
報
発
信
強
化
事
業
の
観

光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
う
に

当
た
っ
て
の
課
題
は
。

答  

来
年
度
の
実
施
を
考
え
て

農業委員会・産業振興課部門

い
る
。現
状
で
は
、田
植
え
シ
ー

ズ
ン
に
開
催
し
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
は
厳

し
い
と
の
声
が
あ
り
、
玉
ね
ぎ

生
産
に
対
し
て
の
農
業
体
験
と
、

そ
の
時
期
の
観
光
と
い
っ
た
組

み
合
わ
せ
で
検
討
中
で
あ
る
。

問  

中
小
企
業
振
興
資
金
事
業

の
内
容
は
。

答  

村
で
１
，
０
０
０
万
円
の

預
託
金
を
秋
田
銀
行
に
預
け

て
、
そ
の
５
倍
の
範
囲
内
で
貸

し
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
際
、
保
証
料
を
村
で

補
助
す
る
事
業
で
あ
る
。

問  

ふ
る
さ
と
交
流
事
業
に
つ

い
て
。
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
の

ソ
フ
ァ
ー
の
老
朽
化
が
著
し
い

が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
減
少
や
収

益
の
低
迷
に
影
響
し
な
い
か
。

答  

ソ
フ
ァ
ー
に
関
し
て
は
、

ル
ー
ラ
ル
の
備
品
に
な
る
。
更

新
に
関
し
て
は
検
討
す
る
よ
う

伝
え
て
い
る
が
、
優
先
順
位
等

あ
り
、
ま
だ
更
新
に
至
っ
て
い

な
い
。
県
と
の
合
築
と
い
う
側

面
の
難
し
さ
も
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

問  

県
立
大
の
学
科
再
編
の
中
で
、
大
潟

キ
ャ
ン
パ
ス
が
耐
用
年
数
を
迎
え
た
際
の

建
て
替
え
は
現
実
的
で
は
な
い
が
、
村
と

し
て
今
後
の
学
生
支
援
策
は
。

答  

今
あ
る
農
場
が
他
の
大
学
に
は
な
い

規
模
で
あ

り
、
ス
マ
ー

ト
化
に
力
を

入
れ
な
が
ら

村
の
拠
点
と

し
て
活
か
す

形
で
、
県
立

大
、
県
の
方

へ
建
物
を
残

す
形
で
存
続

を
要
望
し
て

い
き
た
い
。

問  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
退
任
後
の
村

定
住
率
が
非
常
に
低
い
。
今
後
の
サ
ポ
ー

ト
は
。

答  

村
で
引
き
続
き
活
動
す
る
に
あ
た

り
、
国
と
村
の
支
援
を
併
せ
て
活
用
で
き

る
組
み
立
て
に
し
て
い
る
。

問  

災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
。

答  

迅
速
な
情
報
収
集
に
効
果
的
な
部
分

が
あ
る
。
防
災
会
議
等
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問  

ひ
だ
ま
り
苑
付
近
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
の
設
置
に
違
和
感
を
持
つ
住
区
が
あ
る
。

説
明
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
っ
た
の
か
。

答  

直
接
、
住
区
に
説
明
は
行
っ
て
い
な

い
。
熱
導
管
の
位
置
を
再
度
正
確
に
調
べ

た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
菜
の
花
が
植
え
ら
れ

て
い
た
方
に
伸
び
て
い
た
経
緯
が
あ
り
、

耕
心
会
に
は
了
解
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

は
直
接
住
区
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
に
お
け
る
、

住
区
役
員
の
女
性
登
用
に
対
す
る
補
助
金

に
つ
い
て
、
住
区
役
員
は
ほ
ぼ
輪
番
制
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
補
助
金
を
出
す
予

算
の
組
み
方
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。

答  

今
回
の
取
り
組
み
が
男
女
共
同
参
画

の
更
な
る
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
の
思
い

で
あ
っ
た
が
、
全
住
区
に
村
か
ら
の
情
報

提
供
後
に
改
選
が
あ
っ
た
か
の
確
認
は
と

れ
て
い
な
い
た
め
、
再
度
周
知
を
図
る
。

問  

北
１
丁
目
と
中
央
３
番
地
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
の
芝
生
化
を
。

答  

芝
生
化
の
実
施
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
状
況
確
認
を
し
て
改
善
の
方
策
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

黒
瀬
友
基
議
員　

議
案
第
19
号

の
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
反
対
の
立
場
で
討
論
す
る
。
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総　括　質　疑

問  

松
く
い
虫
の
防
除
対
策
は
。

答  

村
内
の
役
場
東
側
南
北
の

松
に
つ
い
て
は
、
樹
幹
注
入
防

除
し
て
い
る
。
７
年
度
か
ら
８

年
度
に
か
け
て
、
南
側
か
ら
北

上
す
る
よ
う
な
形
で
、
残
り
の

区
間
を
防
除
予
定
で
あ
る
。

問  

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

の
ド
ロ
ー
ン
操
縦
資
格
取
得
支

援
の
内
容
は
。

答  

ド
ロ
ー
ン
免
許
資
格
取
得

支
援
は
税
抜
価
格
５
分
の
１
で

５
万
円
を
上
限
に
支
援
し
て
い
る
。

問  

情
報
発
信
強
化
事
業
の
観

光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
う
に

当
た
っ
て
の
課
題
は
。

答  

来
年
度
の
実
施
を
考
え
て

農業委員会・産業振興課部門

い
る
。現
状
で
は
、田
植
え
シ
ー

ズ
ン
に
開
催
し
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
は
厳

し
い
と
の
声
が
あ
り
、
玉
ね
ぎ

生
産
に
対
し
て
の
農
業
体
験
と
、

そ
の
時
期
の
観
光
と
い
っ
た
組

み
合
わ
せ
で
検
討
中
で
あ
る
。

問  

中
小
企
業
振
興
資
金
事
業

の
内
容
は
。

答  
村
で
１
，
０
０
０
万
円
の

預
託
金
を
秋
田
銀
行
に
預
け

て
、
そ
の
５
倍
の
範
囲
内
で
貸

し
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
際
、
保
証
料
を
村
で

補
助
す
る
事
業
で
あ
る
。

問  

ふ
る
さ
と
交
流
事
業
に
つ

い
て
。
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
の

ソ
フ
ァ
ー
の
老
朽
化
が
著
し
い

が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
減
少
や
収

益
の
低
迷
に
影
響
し
な
い
か
。

答  

ソ
フ
ァ
ー
に
関
し
て
は
、

ル
ー
ラ
ル
の
備
品
に
な
る
。
更

新
に
関
し
て
は
検
討
す
る
よ
う

伝
え
て
い
る
が
、
優
先
順
位
等

あ
り
、
ま
だ
更
新
に
至
っ
て
い

な
い
。
県
と
の
合
築
と
い
う
側

面
の
難
し
さ
も
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

問  

県
立
大
の
学
科
再
編
の
中
で
、
大
潟

キ
ャ
ン
パ
ス
が
耐
用
年
数
を
迎
え
た
際
の

建
て
替
え
は
現
実
的
で
は
な
い
が
、
村
と

し
て
今
後
の
学
生
支
援
策
は
。

答  

今
あ
る
農
場
が
他
の
大
学
に
は
な
い

規
模
で
あ

り
、
ス
マ
ー

ト
化
に
力
を

入
れ
な
が
ら

村
の
拠
点
と

し
て
活
か
す

形
で
、
県
立

大
、
県
の
方

へ
建
物
を
残

す
形
で
存
続

を
要
望
し
て

い
き
た
い
。

問  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
退
任
後
の
村

定
住
率
が
非
常
に
低
い
。
今
後
の
サ
ポ
ー

ト
は
。

答  

村
で
引
き
続
き
活
動
す
る
に
あ
た

り
、
国
と
村
の
支
援
を
併
せ
て
活
用
で
き

る
組
み
立
て
に
し
て
い
る
。

問  
災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
。

答  

迅
速
な
情
報
収
集
に
効
果
的
な
部
分

が
あ
る
。
防
災
会
議
等
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問  

ひ
だ
ま
り
苑
付
近
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
の
設
置
に
違
和
感
を
持
つ
住
区
が
あ
る
。

説
明
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
っ
た
の
か
。

答  

直
接
、
住
区
に
説
明
は
行
っ
て
い
な

い
。
熱
導
管
の
位
置
を
再
度
正
確
に
調
べ

た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
菜
の
花
が
植
え
ら
れ

て
い
た
方
に
伸
び
て
い
た
経
緯
が
あ
り
、

耕
心
会
に
は
了
解
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

は
直
接
住
区
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
に
お
け
る
、

住
区
役
員
の
女
性
登
用
に
対
す
る
補
助
金

に
つ
い
て
、
住
区
役
員
は
ほ
ぼ
輪
番
制
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
補
助
金
を
出
す
予

算
の
組
み
方
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。

答  

今
回
の
取
り
組
み
が
男
女
共
同
参
画

の
更
な
る
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
の
思
い

で
あ
っ
た
が
、
全
住
区
に
村
か
ら
の
情
報

提
供
後
に
改
選
が
あ
っ
た
か
の
確
認
は
と

れ
て
い
な
い
た
め
、
再
度
周
知
を
図
る
。

問  

北
１
丁
目
と
中
央
３
番
地
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
の
芝
生
化
を
。

答  

芝
生
化
の
実
施
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
状
況
確
認
を
し
て
改
善
の
方
策
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

黒
瀬
友
基
議
員　

議
案
第
19
号

の
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
反
対
の
立
場
で
討
論
す
る
。
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問

本
計
画
の
基
本
目
標
の
見
直

し
の
４
年
後
ま
で
は
、
本
計
画
に

沿
っ
た
政
策
を
行
う
理
解
で
い
い

の
か
。

第
３
期
村
づ
く
り
計
画

連
合
審
査
会

問
「
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
に
つ

い
て
、基
本
目
標
の「
村
」

と
い
う
表
現
を
、
あ
え

て
ひ
ら
が
な
の
「
ま
ち
」

と
し
た
理
由
は
。

答

特
定
行
政
区
分
と

し
て
狭
義
の
イ
メ
ー
ジ

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
よ
り
広
域
的
、
包

括
的
意
味
合
い
を
も
た

せ
る
た
め
。

問

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
団
体
を
立
ち
上

げ
る
目
標
数
値
は
、
村
、

村
民
ど
ち
ら
の
主
導
か
。

答

村
民
主
導
で
あ
る
。

答

前
期
４
年
は
こ
の
基
本
計
画

に
沿
っ
て
政
策
を
展
開
し
、
毎
年

の
予
算
編
成
で
柔
軟
に
対
応
す
る
。

総
務
企
画
課
部
門

問

村
出
資
法
人
へ
の
村
長
の
就

任
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
が
。

答

今
す
ぐ
の
退
任
は
難
し
い
。

村
長
の
任
期
を
目
安
と
し
て
整
理

を
つ
け
て
い
く
。

問

常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与

改
正
は
。

答

村
が
属
す
る
区
分
の
町
村
と

の
比
較
検
討
の
結
果
、
現
在
の
村

長
報
酬
が
62
万
円
か
ら
70
万
８
千

円
に
な
る
。

福
祉
保
健
課
部
門

問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

業
務
70
万
円
減
額
の
理
由
は
。

答

予
防
接
種
人
数
減
の
た
め
で

あ
る
。

問

潟
っ
こ
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
ギ
フ
ト
事

業
の
内
訳
は
。

答

妊
娠
届
を
し
た
際
５
万
円
、

出
産
さ
れ
た
時
に
17
万
円
の
交
付

と
な
る
。

問

人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
助

成
事
業
80
万
円
減
額
の
理
由
は
。

答

当
初
予
算
で
は
、
人
間
ド
ッ

ク
70
名
、
脳
ド
ッ
ク
70
名
、
計

１
４
０
名
の
予
算
で
あ
っ
た
が
、

２
月
時
点
で
合
わ
せ
て
75
名
と
の

実
績
で
の
減
額
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
部
門

問

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
開
館
時
間

を
も
う
少
し
延
長
で
き
な
い
か
。

答

村
民
の
希
望
に
応
え
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
場
所
は
。

答

こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
体
育
館
そ
れ
ぞ
れ
に
各
１
台

配
備
さ
れ
て
い
る
。

問

干
拓
博
物
館
業
務
に
つ
い
て

人
手
不
足
の
改
善
は
さ
れ
た
か
。

答

問
題
な
く
運
営
し
て
い
る
。

無
料
期
間
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

て
、
自
動
で
入
館
者
数
を
カ
ウ
ン

ト
で
き
る
装
置
を
入
口
に
導
入

し
、
運
用
を
試
し
て
い
く
。

議会常任委員会審議議会常任委員会審議
３月定例会

●各常任委員会での質疑応答の主なものを掲載●

常
任
委
員
会

委
員
長
松
雪

照
美

総
務
福

教
育

祉

○

村
出
資
法
人
へ
の
村
長
の
関
与
は

自動入館者数カウント装置導入へ

8令和８年４月16日

常
任
委
員
会

生
活
環
境
課
部
門

問

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
費
で

カ
ラ
ー
舗
装
を
も
う
少
し
目
立
た

せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

答

東
４
丁
目
、
５
丁
目
に
向
か

う
交
差
点
で
非
常
に
事
故
が
多
い

た
め
、
ど
う
い
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が

進
入
速
度
の
抑
制
を
喚
起
で
き
る

の
か
検
討
し
、
五
城
目
警
察
署
の

助
言
も
い
た
だ
き
今
の
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
た
。

問

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％

の
村
づ
く
り
推
進
事
業
だ
が
、
実

施
し
た
事
業
の
う
ち
、
昨
年
度
の

繰
り
越
し
分
に
よ
る
事
業
、
今
年

度
の
繰
り
越
さ
れ
る
事
業
な
ど
を

整
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

ど
の
年
度
の
財
源
を
ど
の
事

業
に
充
て
る
の
か
を
、
東
北
地

方
環
境
事
務
所
と
協
議
し
て
い

る
。
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
設
備

に
つ
い
て
は
、
約
６
，
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
実
績
で
今
年
度
の
当
初

予
算
を
充
て
る
予
定
で
あ
る
。
現

在
（
株
）
オ
ー
リ
ス
で
実
施
し
て

い
る
ひ
だ
ま
り
苑
、
小
中
学
校
、

こ
ど
も
園
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
及

び
蓄
電
池
の
今
年
度
ま
で
に
実
施

で
き
た
部
分
を
、
村
で
繰
越
明
許

を
行
っ
た
財
源
を
充
て
る
予
定
で

あ
る
。
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
今

委
員
長
工
藤

勝

生
活
産
業

年
度
交
付
決
定
を
し
な
お
し
た
上

で
、
繰
越
明
許
を
し
て
そ
れ
を
充

て
る
予
定
で
あ
る
。

産
業
振
興
課
、
農
業
委
員
会

部
門

問

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て
、
申
請
人
数
と

実
際
報
告
の
あ
っ
た
人
数
は
。

答

申
請
者
は
２
５
５
名
に
対

し
、
実
際
に
報
告
の
あ
っ
た
人
数

は
２
２
２
名
で
あ
る
。

問

松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
費

補
助
金
が
要
望
し
た
額
よ
り
も
低

い
決
定
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答

国
の
予
算
が
減
っ
て
い
る
の

と
、
松
く
い
虫
被
害
が
広
範
囲
に

な
っ
て
お
り
要
望
す
る
自
治
体
が

多
い
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。

問

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
料
の
増
額
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
分
の
燃
料
費
内
訳
と
し
て
ど
の

く
ら
い
の
割
合
が
熱
供
給
分
で
支

出
し
て
い
る
の
か
。

答

灯
油
分
が
２
，５
１
４
万
７
，

９
２
２
円
で
、
熱
供
給
分
が
２
，

４
１
３
万
３
，２
３
５
円
に
な
る
。

１
年
を
通
し
て
稼
働
し
た
の
は
令

和
７
年
度
が
初
年
度
だ
が
使
用

料
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
は
灯
油
単
価
に
影
響
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

問

村
民
体
育
館
の
入
札
等
の
時

期
と
工
期
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答

増
改
築
に
下
水
道
工
事
を
含

め
る
な
ど
の
手
法
も
あ
っ
た
と
思

う
が
、
今
回
は
下
水
道
工
事
を
先

行
し
て
整
理
す
る
方
法
に
し
た
。

工
事
等
は
債
務
負
担
行
為
を
設
定

し
て
、
年
度
内
の
入
札
、
来
年
度

６
月
中
の
完
成
を
目
指
す
。

○

松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
費
補
助
金

が
低
い
決
定
額
と
な
っ
た
理
由
は

事故の多い交差点に注意喚起を
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常
任
委
員
会

生
活
環
境
課
部
門

問  

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
費
で

カ
ラ
ー
舗
装
を
も
う
少
し
目
立
た

せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

答  

東
４
丁
目
、
５
丁
目
に
向
か

う
交
差
点
で
非
常
に
事
故
が
多
い

た
め
、
ど
う
い
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が

進
入
速
度
の
抑
制
を
喚
起
で
き
る

の
か
検
討
し
、
五
城
目
警
察
署
の

助
言
も
い
た
だ
き
今
の
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
た
。

問  

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％

の
村
づ
く
り
推
進
事
業
だ
が
、
実

施
し
た
事
業
の
う
ち
、
昨
年
度
の

繰
り
越
し
分
に
よ
る
事
業
、
今
年

度
の
繰
り
越
さ
れ
る
事
業
な
ど
を

整
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答  

ど
の
年
度
の
財
源
を
ど
の
事

業
に
充
て
る
の
か
を
、
東
北
地

方
環
境
事
務
所
と
協
議
し
て
い

る
。
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
設
備

に
つ
い
て
は
、
約
６
，
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
実
績
で
今
年
度
の
当
初

予
算
を
充
て
る
予
定
で
あ
る
。
現

在
（
株
）
オ
ー
リ
ス
で
実
施
し
て

い
る
ひ
だ
ま
り
苑
、
小
中
学
校
、

こ
ど
も
園
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
及

び
蓄
電
池
の
今
年
度
ま
で
に
実
施

で
き
た
部
分
を
、
村
で
繰
越
明
許

を
行
っ
た
財
源
を
充
て
る
予
定
で

あ
る
。
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
今

委
員
長 

工
藤
　
　
勝

生
活
産
業

年
度
交
付
決
定
を
し
な
お
し
た
上

で
、
繰
越
明
許
を
し
て
そ
れ
を
充

て
る
予
定
で
あ
る
。

産
業
振
興
課
、
農
業
委
員
会

部
門

問  

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て
、
申
請
人
数
と

実
際
報
告
の
あ
っ
た
人
数
は
。

答  

申
請
者
は
２
５
５
名
に
対

し
、
実
際
に
報
告
の
あ
っ
た
人
数

は
２
２
２
名
で
あ
る
。

問  

松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
費

補
助
金
が
要
望
し
た
額
よ
り
も
低

い
決
定
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答  

国
の
予
算
が
減
っ
て
い
る
の

と
、
松
く
い
虫
被
害
が
広
範
囲
に

な
っ
て
お
り
要
望
す
る
自
治
体
が

多
い
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。

問  

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
料
の
増
額
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
分
の
燃
料
費
内
訳
と
し
て
ど
の

く
ら
い
の
割
合
が
熱
供
給
分
で
支

出
し
て
い
る
の
か
。

答  

灯
油
分
が
２
，５
１
４
万
７
，

９
２
２
円
で
、
熱
供
給
分
が
２
，

４
１
３
万
３
，２
３
５
円
に
な
る
。

１
年
を
通
し
て
稼
働
し
た
の
は
令

和
７
年
度
が
初
年
度
だ
が
使
用

料
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
は
灯
油
単
価
に
影
響
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

問  

村
民
体
育
館
の
入
札
等
の
時

期
と
工
期
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答  

増
改
築
に
下
水
道
工
事
を
含

め
る
な
ど
の
手
法
も
あ
っ
た
と
思

う
が
、
今
回
は
下
水
道
工
事
を
先

行
し
て
整
理
す
る
方
法
に
し
た
。

工
事
等
は
債
務
負
担
行
為
を
設
定

し
て
、
年
度
内
の
入
札
、
来
年
度

６
月
中
の
完
成
を
目
指
す
。

○

松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
費
補
助
金

が
低
い
決
定
額
と
な
っ
た
理
由
は

事故の多い交差点に注意喚起を
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

Q 
農
道
の
整
備
に
つ
い
て

A 
有
効
な
方
策
を
検
討
す
る

問

現
在
の
大
潟
村
の
農
道
は
造
成
さ
れ

て
半
世
紀
以
上
を
経
過
し
て
お
り
、
使
用

上
さ
ま
ざ
ま
な
支
障
を
来
た
し
て
い
る
。

現
在
、
農
家
の
減
少
、
従
事
者
の
高
齢
化

に
加
え
最
近
は
田
ん
ぼ
に
通
う
軽
ト
ラ
の

構
造
上
の
振
動
に
よ
る
健
康
被
害
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
特

に
高
齢
者
の
膀
胱
疾
患
等
の
発
生
に
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
う
医
学
的
説
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

　

全
長
１
５
０
㎞
に
及
ぶ
農
道（
砂
利
道
）

の
す
べ
て
の
舗
装
は
非
現
実
的
で
あ
ろ
う

が
、
場
当
た
り
的
（
対
処
療
法
的
）
な
整

備
で
は
な
く
、
財
政
的
に
可
能
な
限
り
の

整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

答  

村
長

現
在
、
職
員
や
業
者
に
よ
る

定
期
的
な
補
修
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

交
通
量
や
損
傷
の
度
合
い
を
見
極
め
な
が

ら
、
優
先
順
位
に
従
い
、
適
切
に
補
修
を

行
う
。
併
せ
て
、
情
報
収
集
を
行
い
、
効

果
的
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問

総
延
長
１
５
０
㎞
に
も
及
ぶ
た
め
、

財
政
的
に
も
負
担
が
大
き
い
が
、
長
い
目

で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答  

村
長

８
年
度
に
お
い
て
は
調
査

し
、
有
効
な
方
策
を
検
討
す
る
。
皆
さ
ま

か
ら
も
、
情
報
提
供
を
お
願
い
す
る
。

Q 
オ
ー
リ
ス
熱
導
管
の
隆
起

問
題
は

A 
修
繕
工
事
を
実
施
し
た

問

令
和
８
年
１
月
13
日
、
村
民
か
ら
の

情
報
提
供
で
は
じ
め
て
把
握
し
た
、
も
み

殻
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
事
業
の
熱
導
管
隆

起
の
重
大
事
案
。
故
障
の
主
な
原
因
と
波

及
範
囲
は
。

答  

村
長

１
月
23
日
に
集
塵
装
置
の
エ

ラ
ー
に
よ
り
ボ
イ
ラ
ー
が
停
止
す
る
ま
で

の
間
、熱
供
給
は
継
続
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

オ
ー
リ
ス
と
ロ
グ
ス
タ
ー
社
の
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
が
行
わ
れ
、
２
月
２
日
に
県
内
事

業
者
に
修
繕
の
対
応
を
依
頼
し
、
２
月
10

日
〜
13
日
に
か
け
て
県
内
業
者
に
よ
り
修

繕
工
事
を
実
施
し
た
。
機
器
の
性
質
上
、

供
給
先
で
は
水
の
加
温
に
影
響
は
な
か
っ

た
。
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
し
た

シ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
社
に
請
求
す
る
。

Q 
高
齢
者
世
帯
等
の
除
排
雪

作
業
の
支
援
を

A 
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業

の
充
実
を
図
っ
て
い
く

問

今
年
は
例
年
に
な
く
降
雪
が
多
く
、

村
民
は
雪
か
き
に
難
儀
さ
れ
た
と
思
う
。

高
齢
者
世
帯
や
病
気
で
作
業
が
困
難
な
ご

家
庭
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り
切
ら

れ
た
の
か
。

　

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
緊
急
除

雪
隊
を
結
成
す
る
な
ど
し
て
、
支
援
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。
予
算
を
増
額
し
、
民

間
業
者
に
委
託
料
を
補
助
す
る
拡
充
手
立

て
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答  

村
長

村
の
見
守
り
対
象
の
高
齢
者

世
帯
は
56
世
帯
。
母
子
の
み
世
帯
が
９
世

帯
と
な
っ
て
い
る
が
、
除
雪
支
援
の
実
績

は
２
月
末
現
在
で
除
雪
派
遣
が
23
件
、
除

雪
機
の
貸
し
出
し
が
３
件
だ
っ
た
。
今
後

は
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
の
増

に
向
け
、
現
在
の
村
消
防
団
と
つ
く
し
苑

の
他
に
協
力
い
た
だ
け
る
団
体
の
掘
り
起

し
を
検
討
し
て
い
く
。

大雪に見舞われたこの冬

早急に整備が望まれる農道（砂利道）

詳細は
コチラ

松雪　照美 議員

詳細は
コチラ

川渕　文雄 議員
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

大雪に見舞われたこの冬

Q 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
を

A 
広
域
的
に
検
討
し
た
い

問

美
郷
町
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
る
。
ご
み
処
理
広
域
化
に
向
け
て
、

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
た
め
、
供
用
開

始
に
合
わ

せ
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
分
別

収
集
を
実
施

す
る
と
な
っ

て
い
る
。
令

和
17
年
度
稼

働
開
始
を
目

指
し
て
い
る

が
、
先
の
こ

と
と
な
る
。

早
期
の
開
始

を
。

Q 
空
き
家
対
策
は

A 
包
括
的
な
対
策
を
進
め
る

問

分
譲
地
が
農
家
の
後
継
者
も
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
親
た
ち
の
家
は
空
き

家
に
な
る
の
で
は
と
の
懸
念
が
あ
る
。

　

専
門
的
な
知
見
に
基
づ
く
助
言
な
ど

で
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
。

　

後
継
者
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
農
家
も

あ
る
た
め
、
空
き
家
が
増
え
て
い
く
こ
と

答  
村
長

ご
み
処
理
広
域
化
に
あ
た

り
、
全
て
の
市
町
村
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
分
別
収
集
を
行
う
こ
と
が
国
の
補
助

金
交
付
要
件
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、村
が
先
行
し
て
取
り
組
む
場
合
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
か
さ
ば
る
た
め
、

村
で
は
対
応
で
き
な
い
。
共
同
化
を
行
う

市
町
村
で
実
施
し
た
い
。

Q 
こ
ど
も
園
入
園
手
続
き
で

広
が
っ
た
不
安
は

A 
周
知
や
説
明
が
十
分
で
な
か
っ
た
か

問

令
和
８
年
度
入
園
手
続
き
が
始
ま
っ

て
、
保
護
者
か
ら
不
安
の
声
が
村
内
に
広

が
っ
た
。
農
家
で
は
就
労
証
明
の
他
に
事

細
か
に
仕
事
状
況
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
面
接
が
３
回
に
も
及
ん
だ

保
護
者
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
子
育
て
世
代
が

不
安
と
な
る
よ
う
な
入
園
手
続
き
と
な
っ

た
の
か
。

答  

教
育
長

不
安
の
声
は
、
承
知
し
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
農
業
・
自
営
業

は
、
本
人
や
家
族
が
就
労
証
明
書
を
作
成

す
る
仕
組
み
で
、
就
労
状
況
の
確
認
方
法

に
つ
い
て
整
理
が
必
要
で
あ
っ
た
。
周
知

や
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
な
ら
、
丁
寧

な
説
明
に
努
め
る
。

※ 

こ
の
ほ
か　

空
き
家
対
策
、
自
治
会
活

動
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

が
想
定
さ
れ
、
今
後
の
村
の
大
き
な
課
題

に
な
る
と
思
う
。

　

空
き
家
・
空
き
地
に
対
す
る
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
は
。

答  

村
長

専
門
家
の
方
か
ら
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
所
有
者
に

改
め
て
周
知
す
る
な
ど
運
用
を
検
討
す

る
。
所
有
者
と
連
絡
を
と
れ
る
状
態
に
は

あ
る
が
、
包
括
的
な
空
き
家
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

Q 「
育
休
職
場
応
援
手
当
」

の
導
入
を

A 
慎
重
に
判
断
し
た
い

問

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
し
た
職
員
の

業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
職
員
に
、
勤
勉
手

当
を
加
算
し
て
支
給
す
る
「
育
休
職
場
応

援
手
当
」
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。

　

職
員
の
意
欲
向
上
を
図
る
た
め
、
慰
労

手
当
を
意
味
す
る「
育
休
職
場
応
援
手
当
」

の
導
入
を
早
急
に
。

答  

村
長

育
児
休
業
等
を
取
得
し
た
職

員
の
業
務
を
支
援
し
た
職
員
に
対
し
、
人

事
評
価
制
度
に
基
づ
く
総
合
的
な
勤
務
成

績
評
価
に
よ
り
、
勤
勉
手
当
等
の
処
遇
へ

反
映
し
て
い
る
。
新
た
な
手
当
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

リサイクルプラで作られたパレット

対策が急がれる空き家問題
詳細は
コチラ

菅原アキ子 議員

詳細は
コチラ

三村　敏子 議員
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

大雪に見舞われたこの冬

Q 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
を

A 
広
域
的
に
検
討
し
た
い

問

美
郷
町
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
る
。
ご
み
処
理
広
域
化
に
向
け
て
、

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
た
め
、
供
用
開

始
に
合
わ

せ
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
分
別

収
集
を
実
施

す
る
と
な
っ

て
い
る
。
令

和
17
年
度
稼

働
開
始
を
目

指
し
て
い
る

が
、
先
の
こ

と
と
な
る
。

早
期
の
開
始

を
。

Q 
空
き
家
対
策
は

A 
包
括
的
な
対
策
を
進
め
る

問

分
譲
地
が
農
家
の
後
継
者
も
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
親
た
ち
の
家
は
空
き

家
に
な
る
の
で
は
と
の
懸
念
が
あ
る
。

　

専
門
的
な
知
見
に
基
づ
く
助
言
な
ど

で
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
。

　

後
継
者
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
農
家
も

あ
る
た
め
、
空
き
家
が
増
え
て
い
く
こ
と

答  

村
長

ご
み
処
理
広
域
化
に
あ
た

り
、
全
て
の
市
町
村
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
分
別
収
集
を
行
う
こ
と
が
国
の
補
助

金
交
付
要
件
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、村
が
先
行
し
て
取
り
組
む
場
合
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
か
さ
ば
る
た
め
、

村
で
は
対
応
で
き
な
い
。
共
同
化
を
行
う

市
町
村
で
実
施
し
た
い
。

Q 
こ
ど
も
園
入
園
手
続
き
で

広
が
っ
た
不
安
は

A 
周
知
や
説
明
が
十
分
で
な
か
っ
た
か

問

令
和
８
年
度
入
園
手
続
き
が
始
ま
っ

て
、
保
護
者
か
ら
不
安
の
声
が
村
内
に
広

が
っ
た
。
農
家
で
は
就
労
証
明
の
他
に
事

細
か
に
仕
事
状
況
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
面
接
が
３
回
に
も
及
ん
だ

保
護
者
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
子
育
て
世
代
が

不
安
と
な
る
よ
う
な
入
園
手
続
き
と
な
っ

た
の
か
。

答  

教
育
長

不
安
の
声
は
、
承
知
し
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
農
業
・
自
営
業

は
、
本
人
や
家
族
が
就
労
証
明
書
を
作
成

す
る
仕
組
み
で
、
就
労
状
況
の
確
認
方
法

に
つ
い
て
整
理
が
必
要
で
あ
っ
た
。
周
知

や
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
な
ら
、
丁
寧

な
説
明
に
努
め
る
。

※ 

こ
の
ほ
か　

空
き
家
対
策
、
自
治
会
活

動
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

が
想
定
さ
れ
、
今
後
の
村
の
大
き
な
課
題

に
な
る
と
思
う
。

　

空
き
家
・
空
き
地
に
対
す
る
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
は
。

答  

村
長

専
門
家
の
方
か
ら
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
所
有
者
に

改
め
て
周
知
す
る
な
ど
運
用
を
検
討
す

る
。
所
有
者
と
連
絡
を
と
れ
る
状
態
に
は

あ
る
が
、
包
括
的
な
空
き
家
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

Q 「
育
休
職
場
応
援
手
当
」

の
導
入
を

A 
慎
重
に
判
断
し
た
い

問

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
し
た
職
員
の

業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
職
員
に
、
勤
勉
手

当
を
加
算
し
て
支
給
す
る
「
育
休
職
場
応

援
手
当
」
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。

　

職
員
の
意
欲
向
上
を
図
る
た
め
、
慰
労

手
当
を
意
味
す
る「
育
休
職
場
応
援
手
当
」

の
導
入
を
早
急
に
。

答  

村
長

育
児
休
業
等
を
取
得
し
た
職

員
の
業
務
を
支
援
し
た
職
員
に
対
し
、
人

事
評
価
制
度
に
基
づ
く
総
合
的
な
勤
務
成

績
評
価
に
よ
り
、
勤
勉
手
当
等
の
処
遇
へ

反
映
し
て
い
る
。
新
た
な
手
当
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

リサイクルプラで作られたパレット

対策が急がれる空き家問題
詳細は
コチラ

菅原アキ子 議員

詳細は
コチラ

三村　敏子 議員
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

Q 
県
と
村
の
研
修
事
業
計
画

の
進
捗
状
況
は

A 
令
和
８
年
度
実
施
に
向
け
て
協

議
中

問

①
県
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
る
計
画
の
状
況
は
。

②
20
年
後
の
人
口
が
２
０
０
０
人
を
下
回

る
と
推
測
し
て
い
る
が
、
農
家
戸
数
の
見

込
み
は
。

③
後
継
者
の
い
な
い
農
家
に
第
三
者
継
承

な
ど
の
推
奨
は
。

答  

村
長

①
令
和
８
年
度
中
に
は
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

②
15
歳
か
ら
64
歳
の
生
産
者
人
口
は
、
20

年
後
に
は
１
，
０
８
１
人
と
推
計
さ
れ
、

約
３
割
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
農
家
戸

数
維
持
の
為
し
っ
か
り
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

③
農
地
中
間
管
理
機
構
の
各
種
制
度
の
紹

介
や
情
報
提
供
を
通
じ
て
支
援
し
た
い
。

Q 
サ
ル
ビ
ア
の
花
壇
と
歩
道

の
整
備
を

A 
各
住
区
の
要
望
に
応
じ
て
対
応

し
た
い

問

村
全
体
の
花
壇
エ
リ
ア
や
歩
道
の
状

態
を
全
て
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
安
全
面
と
整

備
面
の
急
を
要
す
る
部
分
か
ら
で
も
、
修

繕
、
改
修
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

な
い
か
。

答  
村
長

各
住
区
か
ら
花
壇
の
修
繕
に

つ
い
て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
状
況

を
確
認
し
対
応
し
て
い
る
。

Q 
桜
開
花
時
期
の
交
通
整
理

の
徹
底
を

A 
よ
り
一
層
交
通
整
理
の
徹
底
に

努
め
る

問

昨
年
、
桜
と
菜
の
花
ロ
ー
ド
へ
の
十

字
路
で
大
き
な
渋
滞
が
発
生
し
た
。
住
民

心
理
や
農
作
業
に
支
障
を
き
た
す
の
で
、

全
力
を
挙
げ
て
渋
滞
を
回
避
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答  

村
長

観
光
客
誘
致
と
村
民
生
活
の

調
和
を
図
る
こ
と
は
重
要
。
今
年
は
昨
年

の
反
省
を
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
交
通
整
理

の
徹
底
に
努
め
た
い
。

Q 
今
後
の
自
治
体
活
動
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

A 
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

問

現
在
、
少
子
化
や
高
齢
化
、
世
帯
構

成
の
変
化
に
よ
っ
て
自
治
会
活
動
も
状
況

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
花
壇
の

管
理
や
松
林
下
草
刈
り
、側
溝
清
掃
な
ど
、

各
住
区
と
も
参
加
人
数
が
減
っ
て
い
る
状

況
で
負
担
感
が
増
し
て
お
り
、
５
年
後
、

10
年
後
、
今
と
同
じ
よ
う
に
活
動
が
で
き

て
い
る
の
か
大
変
不
安
視
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
村
内
に
は
様
々
な
分
野

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
方

や
団
体
が
あ
る
が
、
人
員
不
足
や
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
活
動
に
影
響
が
出
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ

く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
た
め
、
こ
の
状
況

を
注
視
し
て
い
る
だ
け
で
は
何
も
解
決

し
な
い
が
、
村
長
の
考
え
は
。

答  

村
長

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
世
帯

構
成
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
自
治

会
活
動
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

お
け
る
参
加
者
の
減
少
と
負
担
の
増
大
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
深
刻
に
受
け

止
め
て
い
る
。
草
刈
り
作
業
や
花
壇
管
理

等
は
、
自
治
会
の
主
要
活
動
で
あ
り
環
境

美
化
、
防
犯
、
防
災
活
動
の
継
続
性
に
つ

い
て
は
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
各
種
団
体
に
対
す

る
自
治
会
選
出
委
員
に
つ
い
て
も
、
令
和

８
年
度
内
に
整
理
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

詳細は
コチラ

大井　圭吾 議員

詳細は
コチラ

工藤　　勝 議員

毎年恒例のクリーンアップ
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

Q 
令
和
８
年
度
以
降
の
脱
炭

素
の
活
動
は

A 
脱
炭
素
先
行
地
域
と
し
て
の
活
動

を
令
和
９
年
度
ま
で
延
長
し
、
完

遂
を
目
指
す

問

大
潟
村
は
令
和
12
年
度
ま
で
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の
村
を
目
指
し
て

い
る
が
、
残
り
の
期
間
で
目
標
を
ど
の
よ

う
に
実
現
す
る
の
か
。
ま
た
、
も
み
殻
ボ

イ
ラ
ー
に
お
け
る
も
み
殻
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
、
村
民
か
ら
は
予
約
が
必
要
な
こ

と
や
も
み
殻
が
乾
燥
し
て
い
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
使
い
づ
ら
い
と
の
話
を
聞
い

て
い
る
。併
せ
て
対
策
を
お
伺
い
し
た
い
。

答  

村
長

発
電
設
備
設
置
等
の
ハ
ー
ド

事
業
（
公
共
施
設
、
民
間
施
設
、
一
般
住

宅
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
）
は
令
和
９

年
度
ま
で
の
延
長
を
含
め
、
現
在
進
め
て

い
る
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
。

　

村
内
で
の
電
力
融
通
に
つ
い
て
は
、
先

日
連
携
協
定
を
締
結
し
た
産
電
工
業
株
式

会
社
と
協
力
し
、
村
内
で
作
っ
た
再
エ
ネ

電
力
を
村
内
需
要
家
へ
効
率
よ
く
供
給
す

る
し
く
み
を
確
立
し
て
い
く
。

　

オ
ー
リ
ス
に
お
け
る
も
み
殻
の
受
け
入

れ
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
状
１
時
間
に
３

台
程
し
か
受
け
入
れ
で
き
ず
、
濡
れ
て
い

る
も
み
殻
を
受
け
入
れ
で
き
な
い
な
ど
の

制
約
が
あ
る
。
昨
年
は
収
穫
期
の
も
み
殻

が
想
定
よ
り
足
り
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
理
由
で
受
け
入
れ
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
っ
た
。
来
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け

た
改
善
案
を
オ
ー
リ
ス
が
検
討
し
て
い

く
。

詳細は
コチラ

齋藤　牧人 議員

Q 
農
家
数
の
減
少
は
地
方
の

衰
退
に
繋
が
る

A 
県
の
新
た
な
担
い
手
対
策
に
参

画
し
進
め
た
い

問

昨
年
公
表
さ
れ
た
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
概
数
値
に
よ
る
と
農
業
を
営
む
全
て
の

農
業
経
営
体
は
82
万
８
千
件
、
５
年
前
に

比
べ
て
２
４
８
，
０
０
０
件
減
少
（
23
・

９
％
減
）。
小
規
模
農
家
が
減
り
、
大
規

模
農
家
や
団
体
経
営
体
が
増
え
て
い
る
。

　

国
は
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
、
輸
出
等

の
需
要
拡
大
、
ま
た
農
業
生
産
性
の
向
上

を
今
後
の
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。

稲
作
で
は
農
地
の
集
約
、
規
模
拡
大
、
多

収
穫
品
種
導
入
な
ど
進
め
る
よ
う
で
あ
る
。

①
農
業
を
産
業
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
日
本
の
国

土
は
平
野
は
国
土
の
１
割
程
度
で
、
山
地

が
約
75
％
を
占
め
て
い
る
。
中
山
間
地
が

多
く
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
の
農
業
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。「
産
業
」
を
捉
え
る
と
こ

ろ
と
「
文
化
」
を
捉
え
る
と
こ
ろ
と
住
み

分
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②
規
模
拡
大
が
進
む
こ
と
に
よ
り
結
果
的

に
地
方
の
衰
退
が
加
速
す
る
懸
念
が
あ

る
。
新
た
な
新
規
就
農
者
を
地
方
に
呼
び

込
む
よ
う
な
施
策
提
言
を
地
方
創
生
と
併

せ
た
日
本
農
業
の
在
り
方
を
国
に
働
き
か

け
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。

答  

村
長

①
農
業
を
「
産
業
」
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
「
文
化
」
や
「
伝
統
」
の

一
部
と
捉
え
棚
田
な
ど
の
原
風
景
の
取
組

な
ど
付
加
価
値
と
し
て
捉
え
、
住
み
分
け

が
必
要
で
あ
る
。

②
農
家
の
生
き
残
り
は
規
模
拡
大
の
み
で

は
な
い
と
考
え
る
。
本
村
の
取
組
と
し
て

高
収
益
作
物

や
有
機
栽
培

等
を
確
立
し

15
㏊
規
模
で

も
営
農
で
き

る
農
業
振
興

を
展
開
し
て

い
く
。
ま
た

県
で
も
新
た

な
担
い
手
育

成
に
係
る
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
を
検
討
中

で
あ
り
村
も

参
画
し
、
進

め
て
い
く
。

詳細は
コチラ

菅原　史夫 議員

生産性の向上が求められるこれからの農業

もみ殻受け入れ体制の改善を
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

Q 
令
和
８
年
度
以
降
の
脱
炭

素
の
活
動
は

A 
脱
炭
素
先
行
地
域
と
し
て
の
活
動

を
令
和
９
年
度
ま
で
延
長
し
、
完

遂
を
目
指
す

問

大
潟
村
は
令
和
12
年
度
ま
で
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の
村
を
目
指
し
て

い
る
が
、
残
り
の
期
間
で
目
標
を
ど
の
よ

う
に
実
現
す
る
の
か
。
ま
た
、
も
み
殻
ボ

イ
ラ
ー
に
お
け
る
も
み
殻
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
、
村
民
か
ら
は
予
約
が
必
要
な
こ

と
や
も
み
殻
が
乾
燥
し
て
い
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
使
い
づ
ら
い
と
の
話
を
聞
い

て
い
る
。併
せ
て
対
策
を
お
伺
い
し
た
い
。

答  

村
長

発
電
設
備
設
置
等
の
ハ
ー
ド

事
業
（
公
共
施
設
、
民
間
施
設
、
一
般
住

宅
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
）
は
令
和
９

年
度
ま
で
の
延
長
を
含
め
、
現
在
進
め
て

い
る
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
。

　

村
内
で
の
電
力
融
通
に
つ
い
て
は
、
先

日
連
携
協
定
を
締
結
し
た
産
電
工
業
株
式

会
社
と
協
力
し
、
村
内
で
作
っ
た
再
エ
ネ

電
力
を
村
内
需
要
家
へ
効
率
よ
く
供
給
す

る
し
く
み
を
確
立
し
て
い
く
。

　

オ
ー
リ
ス
に
お
け
る
も
み
殻
の
受
け
入

れ
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
状
１
時
間
に
３

台
程
し
か
受
け
入
れ
で
き
ず
、
濡
れ
て
い

る
も
み
殻
を
受
け
入
れ
で
き
な
い
な
ど
の

制
約
が
あ
る
。
昨
年
は
収
穫
期
の
も
み
殻

が
想
定
よ
り
足
り
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
理
由
で
受
け
入
れ
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
っ
た
。
来
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け

た
改
善
案
を
オ
ー
リ
ス
が
検
討
し
て
い

く
。

詳細は
コチラ

齋藤　牧人 議員

Q 
農
家
数
の
減
少
は
地
方
の

衰
退
に
繋
が
る

A 
県
の
新
た
な
担
い
手
対
策
に
参

画
し
進
め
た
い

問

昨
年
公
表
さ
れ
た
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
概
数
値
に
よ
る
と
農
業
を
営
む
全
て
の

農
業
経
営
体
は
82
万
８
千
件
、
５
年
前
に

比
べ
て
２
４
８
，
０
０
０
件
減
少
（
23
・

９
％
減
）。
小
規
模
農
家
が
減
り
、
大
規

模
農
家
や
団
体
経
営
体
が
増
え
て
い
る
。

　

国
は
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
、
輸
出
等

の
需
要
拡
大
、
ま
た
農
業
生
産
性
の
向
上

を
今
後
の
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。

稲
作
で
は
農
地
の
集
約
、
規
模
拡
大
、
多

収
穫
品
種
導
入
な
ど
進
め
る
よ
う
で
あ
る
。

①
農
業
を
産
業
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
日
本
の
国

土
は
平
野
は
国
土
の
１
割
程
度
で
、
山
地

が
約
75
％
を
占
め
て
い
る
。
中
山
間
地
が

多
く
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
の
農
業
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。「
産
業
」
を
捉
え
る
と
こ

ろ
と
「
文
化
」
を
捉
え
る
と
こ
ろ
と
住
み

分
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②
規
模
拡
大
が
進
む
こ
と
に
よ
り
結
果
的

に
地
方
の
衰
退
が
加
速
す
る
懸
念
が
あ

る
。
新
た
な
新
規
就
農
者
を
地
方
に
呼
び

込
む
よ
う
な
施
策
提
言
を
地
方
創
生
と
併

せ
た
日
本
農
業
の
在
り
方
を
国
に
働
き
か

け
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。

答  

村
長

①
農
業
を
「
産
業
」
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
「
文
化
」
や
「
伝
統
」
の

一
部
と
捉
え
棚
田
な
ど
の
原
風
景
の
取
組

な
ど
付
加
価
値
と
し
て
捉
え
、
住
み
分
け

が
必
要
で
あ
る
。

②
農
家
の
生
き
残
り
は
規
模
拡
大
の
み
で

は
な
い
と
考
え
る
。
本
村
の
取
組
と
し
て

高
収
益
作
物

や
有
機
栽
培

等
を
確
立
し

15
㏊
規
模
で

も
営
農
で
き

る
農
業
振
興

を
展
開
し
て

い
く
。
ま
た

県
で
も
新
た

な
担
い
手
育

成
に
係
る
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
を
検
討
中

で
あ
り
村
も

参
画
し
、
進

め
て
い
く
。

詳細は
コチラ

菅原　史夫 議員

生産性の向上が求められるこれからの農業

もみ殻受け入れ体制の改善を
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

Q 「
協
働
で
の
村
づ
く
り
」

と
地
域
活
動
に
つ
い
て

A 
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
促
す

問

第
３
期
総
合
村
づ
く
り
計
画
に
お
い

て
は
、「
協
働
と
参

画
の
村
づ
く
り
」
も

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
は
住
民

自
治
で
も
あ
り
、
特

に
大
潟
村
の
よ
う
な

小
さ
な
村
で
は
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
力

や
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
時
間
と

手
間
を
か
け
て
「
協

働
意
識
の
醸
成
」
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

①
村
長
の
考
え
る

「
村
民
と
協
働
で
の
村
づ
く
り
」
と
は
。

②
計
画
に
あ
る
自
治
会
活
動
の
啓
発
、
団

体
活
動
の
支
援
の
具
体
的
内
容
は
。

答  

村
長

①
「
村
民
と
協
働
で
の
村
づ

く
り
」
は
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の

担
い
手
と
し
て
、知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、

行
政
と
共
に
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組

み
、
よ
り
良
い
村
を
創
っ
て
い
く
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
協
働
を
実
現
す
る

た
め
に
、「
村
の
こ
と
は
自
分
た
ち
の
こ

と
」
と
捉
え
る
主
体
的
な
意
識
を
育
み
、

地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

②
村
民
は
す
で
に
自
治
会
活
動
の
意
義
を

深
く
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
重
要

性
を
改
め
て
共
有
し
意
識
を
一

層
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
自
治

会
が
行
う
環
境
美
化
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
果
た
す
役

割
の
重
要
性
を
引
き
続
き
発
信

す
る
。

　

持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
の

体
制
づ
く
り
の
た
め
、
社
会
構

造
や
時
代
の
変
化
に
伴
う
自
治

会
の
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を
認
識

し
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す

る
。

※ 

他
に「
脱
炭
素
事
業
収
益
で
の

地
域
貢
献
を
」
に
関
し
て
の

質
問
も
行
い
ま
し
た
。

Q 
米
価
高
騰
に
よ
る
農
家
数

へ
の
影
響
は

A 
今
年
度
農
家
戸
数
の
減
少
は
な

か
っ
た

問

村
内
農
家
の
所
得
が
増
加
し
た
年
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も

農
家
は
変
わ
ら
ず
減
っ
て
い
る
か
。

答  

村
長

直
近
10
年
で
約
50
戸
が
減
少

し
て
い
る
が
、

８
年
度
に
向
け

て
は
離
農
１

戸
、
新
規
１
戸

で
あ
る
。
農
業

所
得
の
上
昇
が

関
係
す
る
か
判

断
し
難
い
が
、

農
家
戸
数
が
減

ら
な
い
よ
う
支

援
を
継
続
し
た

い
。

Q 
こ
ど
も
園
の
入
園
審
査
の
影
響
は

A 
全
て
入
園
は
認
め
ら
れ
た

問

８
年
度
よ
り
大
潟
こ
ど
も
園
の
自
営

業
者
に
対
す
る
入
園
審
査
の
方
法
が
変
わ

り
、
多
く
の
保
護
者
の
方
々
が
入
園
審
査

が
厳
し
く
な
っ
た
と
感
じ
、
不
安
や
不
満

を
抱
い
て
い
た
が
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た

か
。

答  

教
育
長

こ
れ
ま
で
の
運
用
を
見
直

し
、
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
審
査
を
行
っ

た
。
厳
格
化
が
目
的
で
は
な
い
。
見
直
し

に
よ
り
入
園
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
実

は
無
い
。
不
安
に
思
わ
れ
た
方
々
が
い
る

事
を
重
く
受
け
と
め
て
い
る
。

Q 
部
活
動
の
地
域
展
開
の
進
捗
は

A 
概
ね
予
定
通
り
進
め
る

問

８
年
８
月
末
で
大
潟
中
の
運
動
部
の

活
動
が
終
了
し
、
地
域
展
開
す
る
予
定
に

変
更
は
無
い
か
。
ま
た
、
当
事
者
の
方
々

の
理
解
は
深
ま
っ
て
い
る
か
。

答  

教
育
長

中
体
連
の
大
会
へ
の
参
加

条
件
を
満
た
す
為
、
８
年
秋
の
大
会
後
に

地
域
ク
ラ
ブ
に
主
体
を
切
り
替
え
る
予
定

に
変
更
し
た
。
地
域
展
開
に
つ
い
て
正
確

に
伝
わ
っ
て
い
る
か
把
握
し
難
い
が
、丁
寧

な
説
明
と
協
議
を
重
ね
た
い
。

詳細は
コチラ

黒瀬　友基 議員

詳細は
コチラ

松橋　拓郎 議員

地域活動による花いっぱい運動

懸念される農家数の減少

括総 疑質括総 疑質
◆問  

㈱
オ
ー
リ
ス
の
実
績
報
告
が

二
酸
化
炭
素
換
算
で
の
報
告
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
わ
か
り
に
く

い
。

答  

生
活
環
境
課
長　

環
境
省
の

政
策
目
標
が
二
酸
化
炭
素
の
削
減

と
な
っ
て
い
る
が
、
住
民
が
実
感

し
や
す
い
情
報
提
供
を
検
討
し
た

い
。

問  

熱
導
管
の
隆
起
・
漏
水
の
修

繕
は
。

◆問  

①
文
化
情
報
発
信
者
を
招
聘

す
る
た
め
村
が
積
極
的
に
声
掛
け

し
て
き
た
の
か
。
②
８
年
度
か
ら

事
業
の
条
件
に
合
わ
な
い
人
に
も

土
地
を
分
譲
す
る
の
か
。

答  

村
長　

施
工
し
た
業
者
と

は
課
題
が
あ
り
協
議
中
で
あ
る
。

オ
ー
リ
ス
が
修
繕
し
施
工
し
た
業

者
に
請
求
す
る
。
修
繕
は
工
事
に

も
関
わ
っ
た
県
内
事
業
者
が
行
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
デ
ン
マ
ー
ク
に

も
直
接
相
談
し
て
解
決
し
て
い
く
。

問  

今
回
の
補
正
予
算
で
高
熱
水

費
等
、
村
が
指
定
管
理
料
に
上
乗

せ
さ
せ
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、

村
施
設
の
高
熱
水
費
に
、
も
み
殻

バ
イ
オ
マ
ス
や
太
陽
光
発
電
を
受

け
た
事
に
よ
る
数
字
の
説
明
を
。

答  

村
長　

指
定
管
理
料
は
指
定

管
理
計
画
に
基
づ
い
て
予
算
編
成

し
て
い
る
。
今
回
の
補
正
は
、
昨

年
の
指
定
管
理
料
と
比
べ
て
補
正

し
た
。
補
正
の
中
で
、
詳
し
い
数

字
を
審
議
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
。

問  

㈱
オ
ー
リ
ス
の
資
本
金
が
前

回
12
月
か
ら
６
０
０
万
円
ほ
ど
増

え
て
９
，
２
５
０
万
円
に
な
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
。

答  

村
長　

現
段
階
で
決
ま
っ
て

い
る
社
と
、
検
討
し
て
い
る
社
が

あ
る
。
決
ま
っ
て
い
る
社
は
別
途

お
示
し
す
る
。

答  

総
務
企
画
課
長　

①
平
成
５

年
か
ら
招
聘
と
し
て
声
掛
け
し
、

８
名
入
村
。
平
成
16
年
制
度
が
変

わ
り
、
募
集
し
て
２
名
入
村
。
②

残
り
7
区
画
は
、
応
募
状
況
を
見

な
が
ら
、
数
区
画
を
一
般
的
な
土

地
分
譲
す
る
。
賃
貸
の
住
宅
建
設

も
一
つ
の
手
法
か
と
。

問  

①
土
地
分
譲
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
②
情
報
発
信
者
か
ら
の
意

見
は
。
③
東
３

－

４
の
分
譲
地
価

格
は
。
④
賃
貸
住
宅
は
、
高
齢
者

用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答  

総
務
企
画
課
長　

①
情
報
発

信
者
制
度
は
継
続
し
て
募
集
し
、

一
方
数
区
画
は
分
譲
と
賃
貸
住
宅

建
設
等
検
討
し
て
い
く
。
②
制
度

を
残
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も

強
か
っ
た
。
③
西
１

－

３
の
倍

の
面
積
で
あ
る
た
め
、
７
０
０
万

円
く
ら
い
に
な
る
。
西
１

－

３

価
格
を
目
安
と
し
た
い
。
④
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
住
区
の
た
め
若

い
世
代
を
考
え
て
い
る
。

◆問  

①
協
定
の
詳
細
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
。
②
福
祉
避

修繕された熱導管

ひだまり苑に設置された太陽光パネル
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括総 疑質括総 疑質
◆問  

㈱
オ
ー
リ
ス
の
実
績
報
告
が

二
酸
化
炭
素
換
算
で
の
報
告
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
わ
か
り
に
く

い
。

答  

生
活
環
境
課
長　

環
境
省
の

政
策
目
標
が
二
酸
化
炭
素
の
削
減

と
な
っ
て
い
る
が
、
住
民
が
実
感

し
や
す
い
情
報
提
供
を
検
討
し
た

い
。

問  

熱
導
管
の
隆
起
・
漏
水
の
修

繕
は
。

◆問  

①
文
化
情
報
発
信
者
を
招
聘

す
る
た
め
村
が
積
極
的
に
声
掛
け

し
て
き
た
の
か
。
②
８
年
度
か
ら

事
業
の
条
件
に
合
わ
な
い
人
に
も

土
地
を
分
譲
す
る
の
か
。

答  

村
長　

施
工
し
た
業
者
と

は
課
題
が
あ
り
協
議
中
で
あ
る
。

オ
ー
リ
ス
が
修
繕
し
施
工
し
た
業

者
に
請
求
す
る
。
修
繕
は
工
事
に

も
関
わ
っ
た
県
内
事
業
者
が
行
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
デ
ン
マ
ー
ク
に

も
直
接
相
談
し
て
解
決
し
て
い
く
。

問  

今
回
の
補
正
予
算
で
高
熱
水

費
等
、
村
が
指
定
管
理
料
に
上
乗

せ
さ
せ
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、

村
施
設
の
高
熱
水
費
に
、
も
み
殻

バ
イ
オ
マ
ス
や
太
陽
光
発
電
を
受

け
た
事
に
よ
る
数
字
の
説
明
を
。

答  

村
長　

指
定
管
理
料
は
指
定

管
理
計
画
に
基
づ
い
て
予
算
編
成

し
て
い
る
。
今
回
の
補
正
は
、
昨

年
の
指
定
管
理
料
と
比
べ
て
補
正

し
た
。
補
正
の
中
で
、
詳
し
い
数

字
を
審
議
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
。

問  

㈱
オ
ー
リ
ス
の
資
本
金
が
前

回
12
月
か
ら
６
０
０
万
円
ほ
ど
増

え
て
９
，
２
５
０
万
円
に
な
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
。

答  

村
長　

現
段
階
で
決
ま
っ
て

い
る
社
と
、
検
討
し
て
い
る
社
が

あ
る
。
決
ま
っ
て
い
る
社
は
別
途

お
示
し
す
る
。

答  

総
務
企
画
課
長　

①
平
成
５

年
か
ら
招
聘
と
し
て
声
掛
け
し
、

８
名
入
村
。
平
成
16
年
制
度
が
変

わ
り
、
募
集
し
て
２
名
入
村
。
②

残
り
7
区
画
は
、
応
募
状
況
を
見

な
が
ら
、
数
区
画
を
一
般
的
な
土

地
分
譲
す
る
。
賃
貸
の
住
宅
建
設

も
一
つ
の
手
法
か
と
。

問  

①
土
地
分
譲
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
②
情
報
発
信
者
か
ら
の
意

見
は
。
③
東
３

－

４
の
分
譲
地
価

格
は
。
④
賃
貸
住
宅
は
、
高
齢
者

用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答  

総
務
企
画
課
長　

①
情
報
発

信
者
制
度
は
継
続
し
て
募
集
し
、

一
方
数
区
画
は
分
譲
と
賃
貸
住
宅

建
設
等
検
討
し
て
い
く
。
②
制
度

を
残
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も

強
か
っ
た
。
③
西
１

－

３
の
倍

の
面
積
で
あ
る
た
め
、
７
０
０
万

円
く
ら
い
に
な
る
。
西
１

－

３

価
格
を
目
安
と
し
た
い
。
④
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
住
区
の
た
め
若

い
世
代
を
考
え
て
い
る
。

◆問  

①
協
定
の
詳
細
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
。
②
福
祉
避

修繕された熱導管

ひだまり苑に設置された太陽光パネル
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館
を
利
用
し
た
場
合
、
施
設
利
用

料
の
２
分
の
1
を
補
助
し
、
上
限

は
２
，０
０
０
円
と
定
め
る
予
定
。

◆問  

①
畑
作
物
の
転
作
２
３
７
ha

の
内
訳
は
。
高
収
益
作
物
の
面
積

は
。
今
後
の
高
収
益
作
物
の
機
運

を
醸
成
す
る
た
め
の
施
作
は
。
②

畑
作
物
へ
の
「
転
作
」
と
い
う
言

葉
は
、
米
が
主
で
他
の
作
物
が
従

難
所
に
お
け
る
正
和
会
と
の
協
定

に
つ
い
て
、
要
援
護
対
象
者
の
把

握
は
。
避
難
所
開
設
期
間
7
日
間

の
設
定
理
由
は
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
要
支
援
者
の
把
握
も
必

要
で
は
な
い
か
。

答  

生
活
環
境
課
長　

①
8
年
度

か
ら
２
年
か
け
て
防
災
計
画
を
見

直
す
。そ
の
計
画
に
反
映
し
た
い
。

協
定
を
締
結
し
た
事
業
者
と
も
災

害
に
際
し
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

答  

福
祉
保
健
課
長　

②
高
齢
者

の
み
世
帯
を
想
定
し
て
い
る
。
7

日
間
あ
れ
ば
被
害
把
握
が
で
き

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
理
解
を

深
め
る
広
報
・
啓
発
に
努
め
る
。

◆問  

①
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い

間
、
小
中
学
校
の
体
育
館
や
大
学

の
体
育
館
は
使
用
で
き
な
い
か
。

②
ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
支
援
補
助

金
の
詳
細
は
。

答  

教
育
次
長　

①
小
中
体
育
館

は
検
討
し
て
い
る
が
、
決
め
か
ね

て
い
る
。
大
学
の
体
育
館
は
相
談

し
て
い
く
。
②
村
外
市
町
の
体
育

て
き
た
こ
と
が
家
庭
で
も
感
じ
ら

れ
た
。

◆問  

砂
利
道
の
舗
装
を
。

答  

村
長　

砂
利
道
の
補
修
や
整

備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
年
度

調
査
し
た
。
費
用
対
効
果
が
あ
ま

り
に
も
か
か
り
す
ぎ
る
状
況
だ
。

砂
利
道
の
良
い
補
修
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
し
て
い

き
た
い
。

◆問  

村
長
の
月
額
改
定
だ
が
、
副

村
長
と
教
育
長
が
据
え
置
き
の
理

由
は
。
な
ぜ
今
回
改
定
を
し
、
８

年
４
月
１
日
施
行
と
し
た
の
か
。

答  

総
務
企
画
課
長　

他
市
町
村

の
報
酬
月
額
と
比
較
し
、
村
長
は

13
％
く
ら
い
下
が
っ
て
い
る
。
逆

に
副
村
長
・
教
育
長
は
３
％
〜

４
％
ぐ
ら
い
上
回
っ
て
い
た
。
こ

こ
数
年
物
価
高
も
あ
り
一
般
職
員

の
給
与
が
上
昇
し
た
背
景
が
あ

る
。
可
能
な
か
ぎ
り
早
い
時
期
と

し
た
。

な
の
か
、
そ
う
い
う
時
代
で
は
な

い
。「
転
作
」
と
い
う
言
葉
を
や

め
な
い
か
。
③
畑
作
物
へ
の
支
援

が
見
え
な
い
。

答  

産
業
振
興
課
長　

①
麦
が
97

㏊
、本
作
大
豆
が
１
０
７
㏊
。
麦

の
97
㏊
の
う
ち
94
㏊
は
後
作
に
大

豆
を
作
付
け
す
る
。
か
ぼ
ち
ゃ
は

14
㏊
、
タ
マ
ネ
ギ
８
㏊
、
そ
の
他

に
ん
に
く
、
花
卉
等
合
わ
せ
て
、

２
３
７
㏊
。
高
収
益
作
物
へ
の
支

援
は
引
き
続
き
お
こ
な
う
。
水
田

活
用
の
助
成
金
は
単
価
を
ま
ず
上

げ
る
形
で
農
家
を
支
援
し
た
い
。

②
変
わ
る
よ
う
な
言
葉
が
あ
れ

ば
、
そ
の
よ
う
に
表
記
し
た
い
が
、

検
討
す
る
。
③
麦
・
大
豆
の
自
給

率
が
非
常
に
低
い
の
で
、
国
の
方

に
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

◆問  

台
湾
の
虎
尾
国
民
中
学
と
の

交
流
事
業
に
よ
り
、
学
校
や
家
庭

で
の
生
徒
の
変
化
は
あ
っ
た
か
。

答  

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
言
葉
の
重
要
性
を

感
じ
た
感
想
だ
っ
た
。
外
国
で
の

文
化
の
違
い
等
強
い
刺
激
を
受
け

◆問  

条
例
の
施
行
に
あ
た
り
、
第

三
セ
ク
タ
ー
取
締
役
の
兼
務
を
ど

う
す
る
の
か
。

答  

村
長　

い
ろ
い
ろ
議
論
し
て

い
る
が
、
自
分
の
任
期
が
一
つ
の

区
切
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

◆問  

農
家
と
密
接
に
関
係
あ
る
村

内
事
業
者
と
の
連
携
も
必
要
で
は

な
い
か
。

答  

産
業
振
興
課
長　

協
定
は
村

と
フ
ェ
イ
ガ
ー
だ
が
、
村
内
事
業

者
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

◆問  

定
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、

離
職
を
し
な
い
た
め
の
教
育
が
必

要
で
は
。

答  

総
務
企
画
課
長　

た
だ
増
や

す
の
で
は
な
く
、
人
材
育
成
に
よ

り
行
政
を
担
う
職
員
を
育
て
る
。

村民に親しまれた体育館の改修

16令和８年４月16日

　

総
務
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

は
、
令
和
８
年
１
月
13
日
か
ら
15

日
ま
で
の
日
程
で
、
岡
山
県
奈
義

町
へ
少
子
化
対
策
、
美
作
市
へ
は

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

生
活
産
業
常
任
委
員
会
は
、
令

和
８
年
１
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で

茨
城
県
、
千
葉
県
で
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
茨
城
県
土
浦
市
で

は
「
湖
沼
の
水
質
改
善
」、
千
葉

県
匝
瑳
市
で
は
「
脱
炭
素
事
業

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」、
千
葉

県
柏
市
で
は
「
大
規
模
営
農
」
に

つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
福
祉
教
育

常
任
委
員
会

生
活
産
業

常
任
委
員
会

日 時 2026年２月３日（火）　　 場 所 役　場

村民と議員との懇談会村民と議員との懇談会 参加者：24名
議　員：12名

議
員
研
修
報
告

●農道の整備について
　・砂利道の舗装化を
　・管理会社による維持管理の不均衡
　・村道の幅員が狭くなっている
●大潟村の自立と将来計画について
● コンパクトな村づくりへ、職員数が減少から
増加傾向にある現状への疑問
● 村づくり計画は５年後、10年後に何を達成
するのか明確に
●オーリスへの出資と監視体制について
● 地域活動の課題と支援

　（自治会・花壇・草刈など）
●村有地の活用とシルバー人材の支援
● 雪捨て場のクロマツ処理や北２丁目の空地
（住宅予定地）の活用
●シルバー人材への支援
　・ 高齢化により、側溝上げなどの人手不足が
深刻化している

　・ 村に対して、側溝上げ用のユンボなどの機材
レンタルや、村職員の対応改善を

●子育て支援の課題と改善要望
　・ 保育園入園時の就労証明の厳格化や面談によ
る審査基準のあいまいさ、病児・病後児保育、
ファミリーサポート事業、休日保育、季節保
育の祝日対応

　・ 育休中の保護者の上の子の保育園預け入れ不
可は、過去に廃止された制度が再び導入され
ることへの批判

●体育館改修中の代替施設と工期について
　・ 代替施設として中学校体育館の夜間利用を求
める。また、生態系公園内の施設や村民セン
ターのフロアを軽スポーツ広場として活用

　・ 冬期間に体育館が使えないことへの懸念か
ら、12月１日頃までの早期完成を望む

質問・意見・要望
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総
務
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

は
、
令
和
８
年
１
月
13
日
か
ら
15

日
ま
で
の
日
程
で
、
岡
山
県
奈
義

町
へ
少
子
化
対
策
、
美
作
市
へ
は

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

生
活
産
業
常
任
委
員
会
は
、
令

和
８
年
１
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で

茨
城
県
、
千
葉
県
で
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
茨
城
県
土
浦
市
で

は
「
湖
沼
の
水
質
改
善
」、
千
葉

県
匝
瑳
市
で
は
「
脱
炭
素
事
業

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」、
千
葉

県
柏
市
で
は
「
大
規
模
営
農
」
に

つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
福
祉
教
育

常
任
委
員
会

生
活
産
業

常
任
委
員
会

日 時 2026年２月３日（火）　　 場 所 役　場

村民と議員との懇談会村民と議員との懇談会 参加者：24名
議　員：12名

議
員
研
修
報
告

●農道の整備について
　・砂利道の舗装化を
　・管理会社による維持管理の不均衡
　・村道の幅員が狭くなっている
●大潟村の自立と将来計画について
● コンパクトな村づくりへ、職員数が減少から
増加傾向にある現状への疑問
● 村づくり計画は５年後、10年後に何を達成
するのか明確に
●オーリスへの出資と監視体制について
● 地域活動の課題と支援

　（自治会・花壇・草刈など）
●村有地の活用とシルバー人材の支援
● 雪捨て場のクロマツ処理や北２丁目の空地
（住宅予定地）の活用
●シルバー人材への支援
　・ 高齢化により、側溝上げなどの人手不足が
深刻化している

　・ 村に対して、側溝上げ用のユンボなどの機材
レンタルや、村職員の対応改善を

●子育て支援の課題と改善要望
　・ 保育園入園時の就労証明の厳格化や面談によ
る審査基準のあいまいさ、病児・病後児保育、
ファミリーサポート事業、休日保育、季節保
育の祝日対応

　・ 育休中の保護者の上の子の保育園預け入れ不
可は、過去に廃止された制度が再び導入され
ることへの批判

●体育館改修中の代替施設と工期について
　・ 代替施設として中学校体育館の夜間利用を求
める。また、生態系公園内の施設や村民セン
ターのフロアを軽スポーツ広場として活用

　・ 冬期間に体育館が使えないことへの懸念か
ら、12月１日頃までの早期完成を望む

質問・意見・要望
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日 時 2026年１月30日　　 場 所 健　康　館

日 時 2026年２月27日　　 場 所 ＪＡ会館

出張 村民と議員との懇談会出張 村民と議員との懇談会
参加者：13人
議　員：２人

参加者：フレミズ14人
議　員：５人

【こども園について】
● 入園手続の変更は、国が厳しくなったからか。
●来年も同じ手続きになるのか。
●前もっての説明が足りなかった。
●ファミリーサポートもない。
● 預かりにくくなるなら、第３子は諦めるとい
う話をきいた。
●保育士不足について。
● 季節保育の日曜・祝日保育は、農作業を休み
たいので、不要という話もある。

● 議会の傍聴や選挙の投票等行きたいけれど、
車の運転ができないと行けない。
● 福祉大会や運動会で顔を見るが、覚えられな
いので議員が分からない。
● 歩道がデコボコ、シルバーカーを押して、議
員に歩いてみてほしい。
● バスが無料で助かっている。温泉があって健
康館があって感謝している。健康館に来ると
情報が入るし、ボランティアのみなさんが頑
張ってくださっていて、とても良い。
● 結婚する人が少なく、子どもが少なく、人口
減少が心配。

● 健康館の玄関前がすべるので、すべらないよ
うに敷物を敷いて欲しい。
● 農協から役場西口へ行くところの入り口の段
差が高すぎる。段差が低くなるようにして欲
しい。
● 役場近くのバス停待合室のアクリル板が外れ
て寒いので直して欲しい。
● 道の駅のバス停等、待合室がない所がある。
待合室が欲しい。
● ハウスまわりの交差点、草が伸びると見通し
が悪く、大変危ない。草刈をして欲しい。
●歩道のデコボコを直して欲しい。

【そ　の　他】
● ガバメントハンターが必要では。
● 村民センター調理室の調理器具が大きすぎる。
● 見通しの悪い垣根の撤去・信号待ちの場所が
危険。
● 広域バスの運行について。
● 部活動の地域展開について。中体連とクラブ
チームの関わりは。
● こども園・小学校の英語教育について。
● 公民館と体育館の予約が取りづらい。

　ＪＡ会館で行われた懇談会は、ほとんどこども園入園手続の話題に終始しました。なぜ手続方法
が変わったのか。なぜ教育委員会の説明が正確には伝わっていなかったのか。多くの参加者から不
安になったとの話がありました。

各種団体・グループ等からご要望があれば、議員が出張懇談会に伺います。
議会事務局までお知らせ下さい。

質問・意見・要望

みなさんからの声は 村への要望としては

フフレミズと議員との懇談レミズと議員との懇談会会

　はじめに議員の定数と報酬について、伺いま
した。報酬に関しては、村議員は議員報酬の他
に本業の収入もある、議会が距離的に近いので
交通費もかからない、報酬は下げてもいいと思
う。定数については、人口が減っているので、
10人くらいがいいと思う。余り少なくすると話
し合いができなくなる。最低でも10人必要。国
会議員のように経費を公表しては。 高齢者と議員との懇談会

18令和８年４月16日

令和８年第１回（３月）定例会審議結果一覧 【○】：賛成　【×】：反対　【議】：議長　【欠】：欠席
【棄】：棄権　【除】：除斥　【不】：議場に不在
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議案第1号 大潟村出資法人への関与に関する条例案 3/19 原案可決 11 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
議案第2号 男鹿潟上南秋消防組合の新設に伴う関係条例の整備に関する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第3号 大潟村職員定数条例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第4号 大潟村職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第5号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第6号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第7号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第8号 大潟村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第9号 大潟村介護保険条例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第10号 第３期大潟村総合村づくり計画について 3/19 原案可決 11 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
議案第11号 令和７年度大潟村一般会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第12号 令和７年度大潟村診療所特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第13号 令和７年度大潟村国民健康保険事業特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第14号 令和７年度大潟村介護保険事業特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第15号 令和７年度大潟村介護サービス事業特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第16号 令和７年度大潟村後期高齢者医療特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第17号 令和７年度大潟村簡易水道事業会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第18号 令和７年度大潟村公共下水道事業会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第19号 令和８年度大潟村一般会計予算案 3/19 原案可決 11 9 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
議案第20号 令和８年度大潟村診療所特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第21号 令和８年度大潟村国民健康保険事業特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第22号 令和８年度大潟村介護保険事業特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第23号 令和８年度大潟村介護サービス事業特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第24号 令和８年度大潟村後期高齢者医療特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第25号 令和８年度大潟村簡易水道事業会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第26号 令和８年度大潟村公共下水道事業会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
報告第1号 令和７年度大潟村一般会計補正予算専決処分報告 3/19 承 認 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
報告第2号 令和７年度大潟村一般会計補正予算専決処分報告 3/19 承 認 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 3/9 異議のな
い旨答申 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

諮問第2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 3/9 異議のな
い旨答申 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳
情
等

陳情第1号
臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止
し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環
境整備等を求める意見書提出の陳情

3/19 不 採 択 11 0 11 × × × × × × × × × × × 議

陳情第2号 「最低賃金」の改正と中小企業・小規模事業所支援の拡充を国に求める意見書の採択を求める陳情書 3/19 不 採 択 11 1 10 × × × × × × × × ○ × × 議

要望第1号 要望書（土地改良事業推進に対する支援） 3/19 採 択 10 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ 議
議
員
提
出
発議第1号 アメリカ及びイスラエルによるイラン攻撃の即時停止と平和

的解決を求める決議案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

〈申し込み先〉大潟村議会事務局　TEL 45－2587　FAX 45－2266

　「議会だより」モニター制度の導入により、議会が行う広報・広聴活動の基となる議会だよ
りの企画、編集等に対する村民の意見や要望を聴取し、議会だよりの一層の充実を図るためモ
ニターを募集します。
　モニター会議に出席し、年４回発行された議会だよりについて意見を述べていただきます。

※ 予算の範囲内で謝礼を支給します。モニター会議は
令和９年２月に１回開催します。

募集人数　５人　　応募資格　16歳以上の村民　　任　期　１年

「議会だより」

募集の締め切り
５月31日まで

モニター募集モニター募集

19 大潟村議会だより　163号
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議案第1号 大潟村出資法人への関与に関する条例案 3/19 原案可決 11 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
議案第2号 男鹿潟上南秋消防組合の新設に伴う関係条例の整備に関する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第3号 大潟村職員定数条例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第4号 大潟村職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第5号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第6号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第7号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第8号 大潟村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第9号 大潟村介護保険条例の一部を改正する条例案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第10号 第３期大潟村総合村づくり計画について 3/19 原案可決 11 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
議案第11号 令和７年度大潟村一般会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第12号 令和７年度大潟村診療所特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第13号 令和７年度大潟村国民健康保険事業特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第14号 令和７年度大潟村介護保険事業特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第15号 令和７年度大潟村介護サービス事業特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第16号 令和７年度大潟村後期高齢者医療特別会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第17号 令和７年度大潟村簡易水道事業会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第18号 令和７年度大潟村公共下水道事業会計補正予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第19号 令和８年度大潟村一般会計予算案 3/19 原案可決 11 9 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
議案第20号 令和８年度大潟村診療所特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第21号 令和８年度大潟村国民健康保険事業特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第22号 令和８年度大潟村介護保険事業特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第23号 令和８年度大潟村介護サービス事業特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第24号 令和８年度大潟村後期高齢者医療特別会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第25号 令和８年度大潟村簡易水道事業会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第26号 令和８年度大潟村公共下水道事業会計予算案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
報告第1号 令和７年度大潟村一般会計補正予算専決処分報告 3/19 承 認 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
報告第2号 令和７年度大潟村一般会計補正予算専決処分報告 3/19 承 認 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 3/9 異議のな
い旨答申 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

諮問第2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 3/9 異議のな
い旨答申 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳
情
等

陳情第1号
臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止
し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環
境整備等を求める意見書提出の陳情

3/19 不 採 択 11 0 11 × × × × × × × × × × × 議

陳情第2号 「最低賃金」の改正と中小企業・小規模事業所支援の拡充を国に求める意見書の採択を求める陳情書 3/19 不 採 択 11 1 10 × × × × × × × × ○ × × 議

要望第1号 要望書（土地改良事業推進に対する支援） 3/19 採 択 10 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ 議
議
員
提
出
発議第1号 アメリカ及びイスラエルによるイラン攻撃の即時停止と平和

的解決を求める決議案 3/19 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

〈申し込み先〉大潟村議会事務局　TEL 45－2587　FAX 45－2266

　「議会だより」モニター制度の導入により、議会が行う広報・広聴活動の基となる議会だよ
りの企画、編集等に対する村民の意見や要望を聴取し、議会だよりの一層の充実を図るためモ
ニターを募集します。
　モニター会議に出席し、年４回発行された議会だよりについて意見を述べていただきます。

※ 予算の範囲内で謝礼を支給します。モニター会議は
令和９年２月に１回開催します。

募集人数　５人　　応募資格　16歳以上の村民　　任　期　１年

「議会だより」

募集の締め切り
５月31日まで

モニター募集モニター募集

19 大潟村議会だより　163号



　我が家の農作業を振り返ると、最小限の人数で仕事をしていた時は、帰りは遅くなり、仕事が
後手後手になっていました。逆に一人増え時間に余裕ができると、順調に仕事が進んで楽しくなっ

たりしました。今議会で職員の定数条例が変わり、63名から70名になりました。時間に余裕が生まれ、いつも楽し
く仕事が出来る職場であることを願っています。 （広報編集委員長　三村　敏子）

　傍聴者アンケートの結果を報告いたします。６名より回答いただき、誠にありがとうご
ざいました。どうぞ皆様お気軽に傍聴においでください。

問１   本日議会を傍聴された理由を教えて
ください。（複数回答可）

　●村議会や村政に関心がある ４名
　● 今定例会に提出されている
　　議案に関心がある ５名
　●議員の質問内容に関心がある ３名
　●議員や知人に誘われた ２名

問２  発言の内容についてどう思いましたか
　議員の発言
　●理解できた ３名
　●おおむね理解できた ３名
　●あまり理解できなかった １名
　村長等の発言
　●理解できた １名
　●おおむね理解できた ３名
　●あまり理解できなかった ３名

問３  今後も傍聴したいと思いますか。
　●また傍聴したい ６名
　●あまり傍聴したいと思わない ０名
　　＊理由　・村政に興味があるので
　　　　　　・気になる話題があれば
　　　　　　・関心がある

あ
の
人

こ
の
人

村
の

　
初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
、
皆
様

が
村
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い

る
姿
に
触
れ
、
都
会
に
は
な
い
距

離
の
近
さ
と
、
自
分
も
村
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
希
望
を
感
じ
ま
し

た
。

　
最
近
私
の
周
り
で
、
今
後
の
子

育
て
に
不
安
を
抱
え
る
声
が
多

く
、
子
育
て
世
代
で
話
題
と
な
っ

て
い
る
入
園
審
査
の
変
更
に
つ
い

て
関
心
を
持
ち
足
を
運
び
ま
し
た

が
、
保
護
者
の
声
と
当
局
の
受
け

止
め
方
に
違
い
を
感
じ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
制
度
に
沿
っ
た
運

用
と
村
民
へ
の
配
慮
の
両
立
は
難

し
い
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
、
公
平
性

に
配
慮
し
た
丁
寧
な
運
営
を
通
し

て
信
頼
関
係
を
育
み
、
私
の
生
ま

れ
育
っ
た
大
好
き
な
場
所
が
、
よ

り
素
敵
な
村
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

問４   議会・議員に期待することは何ですか。
（複数回答可）

　●村政へのチェック ２名
　●積極的な政策提案 ３名
　●村民の声の反映 ６名
　●報告会や懇談会の開催 １名

問５   本日感じたことや、村議会全般について
ご意見がございましたら、ご記入下さい。

　＊ 話のみではわかりづらいことも多いの
で、話す側からも答える側からも、他
の人が聞いてわかりやすい資料があっ
たらいいなと思いました。答える側の
具体例がとても少なく感じた。

　＊ ストーブがあつすぎた。

　＊ こども園入園についての話を聞きたく
て来ました。議会なので「質問→回答」
という形で話が進むため、もどかしさ
もありました。本当はもっと違う答え
が聞きたかったな。という印象でした。

　＊ いろんな立場からの情報収集が欲しい。

傍聴者アンケート３月議会

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

藤
平 

聡
美
さ
ん

フレミズと議員との懇談会（２月27日）
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